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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16に関する重要な情報

現行のCisco IOSXERelease 3.7.0E（Catalystスイッチング用）およびCisco IOSXERelease 3.17S
（アクセスおよびエッジルーティング用）の2つのリリースは、単一バージョンのコンバージ
ドリリースCisco IOSXE16に進化（マージ）しました。これにより、スイッチングおよびルー
ティングポートフォリオにおける広範なアクセス製品およびエッジ製品を1つのリリースでカ
バーします。

機能情報

機能のサポート、プラットフォームのサポート、およびシスコソフトウェアイメージのサポー

トに関する情報を検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco.comのアカウン
トは必要ありません。

参考資料

•『Cisco IOS Command References, All Releases』

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServicesにアクセスしてくだ
さい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。
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第 2 章

Cisco IOSコマンドラインインターフェイ
スの使用

Cisco IOSコマンドラインインターフェイス（CLI）は、シスコデバイスの設定、監視、およ
びメンテナンスに使用される主要なユーザインターフェイスです。このユーザインターフェ

イスは、ルータコンソールや端末、またはリモートアクセス方式を使用して、Cisco IOSコマ
ンドを直接シンプルに実行することを可能にします。

この章では、Cisco IOSCLIの基本的な機能とその使用方法について説明します。この章で扱う
トピックは、CiscoIOSコマンドモードの概要、ナビゲーションおよび編集機能、ヘルプ機能、
コマンド履歴機能です。

追加ユーザインターフェイスには、セットアップモード（初回の起動に使用）、CiscoWebブ
ラウザ、およびシステム管理者が設定したユーザメニューが含まれます。セットアップモー

ドの詳細については、「セットアップモードを使用したシスコネットワーキングデバイスの

設定」および「自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスのリモートで

の設定」を参照してください。シスコWebブラウザを使用したコマンドの実行については、
「CiscoWebブラウザユーザインターフェイスの使用」を参照してください。ユーザメニュー
の詳細については、「接続、メニュー、およびシステムバナーの管理」を参照してください。

この章のユーザインターフェイスコマンドの完全な説明については、『Cisco IOSConfiguration
Fundamentals Command Reference』を参照してください。この章で説明される他のコマンドの
資料を検索するには、『Cisco IOS Master Command List, All Releases』を使用します。

•機能情報の確認（3ページ）
• Cisco IOS XE CLIコマンドモードの概要（4ページ）
• Cisco IOS XE CLIの作業リスト（5ページ）
• Cisco IOS XE CLIの使用の例（15ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使
用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
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このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Cisco IOS XE CLIコマンドモードの概要
シスコデバイスの設定を支援するために、Cisco IOSXEコマンドラインインターフェイスは、
さまざまなコマンドモードに分かれています。各コマンドモードには、ルータとネットワー

クの動作を設定、メンテナンス、モニタリングするための独自のコマンドセットがあります。

常に使用可能なコマンドは、モードによって異なります。システムプロンプト（ルータプロ

ンプト）で疑問符（?）を入力すると、各コマンドモードで使用できるコマンドのリストを取
得できます。

特定のコマンドを使用すると、コマンドモードを変更できます。ユーザがモードにアクセスす

る標準の順序は、ユーザEXECモード、特権EXECモード、グローバルコンフィギュレーショ
ンモード、特定のコンフィギュレーションモード、コンフィギュレーションサブモード、お

よびコンフィギュレーションサブモードです。

ルータでセッションを開始するときは、通常、EXECモードの 2つあるアクセスレベルの 1つ
であるユーザEXECモードから始めます。セキュリティのために、ユーザEXECモードで使用
できる EXECコマンドは制限されています。このアクセスレベルは、ルータのステータスを
確認するなど、ルータの設定を変更しない作業のために予約されています。

すべてのコマンドにアクセスするには、EXECモードの第 2レベルである特権 EXECモードを
開始する必要があります。特権EXECモードを開始するには、通常、パスワードが必要です。
特権 EXECモードでは、任意の EXECコマンドを入力できます。これは、特権 EXECモード
が、ユーザ EXECモードコマンドのスーパーセットであるためです。

ほとんどの EXECモードコマンドは、現在の設定ステータスを表示する showコマンドまたは
moreコマンドや、カウンタやインターフェイスをクリアする clearコマンドのように、1回限
りのコマンドです。EXECモードのコマンドは、ルータをリブートすると保持されません。

特権EXECモードから、グローバルコンフィギュレーションモードを開始できます。このモー
ドでは、一般的なシステム特性を設定するためのコマンドを実行できます。また、グローバル

コンフィギュレーションモードを使用して特定のコンフィギュレーションモードを開始する

こともできます。グローバルコンフィギュレーションモードを含むコンフィギュレーション

モードでは、実行コンフィギュレーションを変更できます。後で設定を保存すると、ルータを

リブートしてもこれらのコマンドが保持されます。

グローバルコンフィギュレーションモードから、さまざまなプロトコル固有または機能固有

のコンフィギュレーションモードを開始できます。CLI階層では、グローバルコンフィギュ
レーションモードのみからこれらのコンフィギュレーションモードを開始できます。例とし

て、この章では一般的に使用されるインターフェイスコンフィギュレーションモードについ

て説明します。
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コンフィギュレーションモードから、コンフィギュレーションサブモードを開始できます。

コンフィギュレーションサブモードは、特定のコンフィギュレーションモードの範囲内で特

定の機能を設定するために使用します。たとえば、この章では、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードのサブモードであるサブインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドについて説明します。

ROMモニタモードは、ルータが適切にブートできない場合に使用される、独立したモードで
す。システム（ルータ、スイッチ、またはアクセスサーバ）のブート時に適切なシステムイ

メージが見つからない場合、システムは ROMモニタモードを開始します。ROMモニタ
（ROMMON）モードには、起動時にブートシーケンスに割り込むことでもアクセスできま
す。

Cisco IOS XE CLIの作業リスト
Cisco IOS XE CLIの機能に慣れるために、以降のセクションで説明する作業のいずれかを実行
してください。

状況依存ヘルプの参照

システムプロンプトで疑問符（?）を入力すると、各コマンドモードで使用できるコマンドの
一覧が表示されます。また、状況依存ヘルプ機能を使用して、任意のコマンドで使用できる引

数とキーワードの一覧を参照できます。

コマンドモード、コマンド名、キーワード、または引数についてのヘルプ情報を表示するに

は、次のいずれかのコマンドを使用します。

目的コマンド

ヘルプシステムの簡単な説明が表示されます。
(prompt
)# help

現在のモードの、特定の文字ストリングで始まるコマンドの一

覧を表示します。
(prompt
)#
abbreviated-command-entry?

特定のコマンド名を補完します。
(prompt
)# abbreviated-command-entry
<Tab>

そのコマンドモードで使用できるすべてのコマンドの一覧を

表示します。
(prompt
)# ?

コマンドに使用できる構文オプション（引数およびキーワー

ド）の一覧を表示します。
(prompt
)# command?
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目的コマンド

コマンドに次に使用できる構文オプションの一覧を表示しま

す。
(prompt
)# command
keyword ?

システムプロンプトは、現在のコンフィギュレーションモードによって変わることに注意し

てください。

状況依存ヘルプが使用される場合は、疑問符（?）の前のスペースが重要です。特定の文字シー
ケンスで始まるコマンドのリストを表示するには、それらの文字を入力し、その直後に疑問符

（?）を入力します。スペースは含めません。この形式のヘルプは、ユーザに代わって 1つの
単語を完成させるため、ワードヘルプと呼びます。詳細については、この章の「部分的なコマ

ンド名の補完」セクションを参照してください。

キーワードまたは引数のリストを表示するには、キーワードまたは引数の代わりに疑問符（?）
を入力します。?の前にはスペースを挿入します。この形式のヘルプは、コマンド構文ヘルプ
と呼びます。これは、すでに入力したコマンド、キーワード、および引数に基づいて、使用で

きるキーワードや引数が表示されるためです。

コマンドおよびキーワードは、一意の省略形として認識可能な文字数まで省略できます。たと

えば、configureterminalコマンドは configtに省略できます。コマンドの省略形が一意である
ため、ルータによって省略形が受け付けられ、コマンドが実行されます。

helpコマンド（どのコマンドモードでも使用できます）を実行すると、次のようにヘルプシ
ステムの説明が表示されます。

Router#
help
Help may be requested at any point in a command by entering
a question mark '?'. If nothing matches, the help list will
be empty and you must back up until entering a '?' shows the
available options.
Two styles of help are provided:
1. Full help is available when you are ready to enter a

command argument (e.g. 'show ?') and describes each possible
argument.

2. Partial help is provided when an abbreviated argument is entered
and you want to know what arguments match the input
(e.g. 'show pr?'.)

helpコマンドの出力が示すように、疑問符（?）を使用して部分的なコマンド名を補完したり
（部分ヘルプ）、現在のコマンドを補完する引数またはキーワードの一覧を表示したりできま

す。

次に、状況依存ヘルプ機能を使用して、コンフィギュレーションモードでアクセスリストを

作成する例を示します。

システムプロンプトで、coに続けて疑問符（?）を入力します。最後の文字と疑問符との間に
はスペースを入れません。システムには coで始まるコマンドが表示されます。

Router# co?
configure connect copy
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configureコマンドの後にスペースと疑問符を入力すると、そのコマンドのキーワードと簡単
な説明の一覧が表示されます。

Router# configure ?
memory Configure from NV memory
network Configure from a TFTP network host
overwrite-network Overwrite NV memory from TFTP network host
terminal Configure from the terminal
<cr>

一覧内の <cr>記号（「cr」は復帰を表します）は、Returnキーまたは Enterキーを押して、
キーワードを追加せずにコマンドを実行することが1つの選択肢であることを示します。この
例の出力に、configureコマンドのオプションが configurememory（NVRAMから設定）、
configurenetwork（ネットワーク上のファイルから設定）、configureoverwrite-network（ネッ
トワーク上のファイルから設定し、NVRAMのファイルを置き換える）、または
configureterminal（端末接続から手動で設定）であることが示されます。ほとんどのコマンド
で、<cr>記号は、入力済みの構文でコマンドを実行できることを示すために使用されます。た
だし、configureコマンドは特殊であり、CLIによって不足している構文の入力を求められま
す。

Router# configure
Configuring from terminal, memory, or network [terminal]? terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#

?プロンプトに対するデフォルトの応答は、CLI出力中の行末にある角カッコで囲まれたオプ
ションによって示されます。前の例では、Enter（またはReturn）キーを押すことは、「terminal」
の単語を入力することと同じです。

configureterminalコマンドを入力して、グローバルコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#

CLIでは、エラーインジケータであるキャレット記号（^）を使用してエラーの位置が示され
ます。^記号は、コマンド構文中の、ユーザが正しくないか認識されないコマンド構文を入力
した場所に表示されます。たとえば、次の出力のキャレット記号は、コマンド中の入力ミスし

た文字を示しています。

Router# configure terminal
^

% Invalid input detected at '^' marker.
Router#

エラーマーカーを警告するため、画面上にエラーメッセージ（%記号によって示されます）
が表示されることに注意してください。

access-listコマンドの後にスペースと疑問符を入力すると、コマンドで使用できるオプション
の一覧が表示されます。

Router(config)# access-list ?
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<1-99> IP standard access list
<100-199> IP extended access list
<1100-1199> Extended 48-bit MAC address access list
<1300-1999> IP standard access list (expanded range)
<200-299> Protocol type-code access list
<2000-2699> IP extended access list (expanded range)
<700-799> 48-bit MAC address access list
dynamic-extended Extend the dynamic ACL absolute timer
rate-limit Simple rate-limit specific access list

山カッコ内の 2つの数は包含範囲を表します。アクセスリスト番号 99を入力し、再度疑問符
を入力すると、キーワードに該当する引数と簡単な説明が表示されます。

Router(config)# access-list 99 ?
deny Specify packets to reject
permit Specify packets to forward

deny引数の後に疑問符（?）を入力すると、追加のオプションの一覧が表示されます。

Router(config)# access-list 99 deny ?
A.B.C.D Address to match

一般に大文字は変数（引数）を表します。IPアドレスに続けて疑問符（?）を入力すると、追
加のオプション一覧が表示されます。

Router(config)# access-list 99 deny 172.31.134.0 ?
A.B.C.D Mask of bits to ignore
<cr>

この出力では、A.B.C.Dは、ワイルドカードマスクの使用が可能であることを示します。ワイ
ルドカードマスクは、IPアドレスまたは IPアドレスの範囲を照合するための方法の 1つで
す。たとえば、0.0.0.255のワイルドカードマスクは、IPアドレスの 4番目のオクテットに表
示される、0～ 255の範囲の番号に一致します。

ワイルドカードマスクに続けて疑問符（?）を入力すると、その他のオプションの一覧が表示
されます。

Router(config)# access-list 99 deny 172.31.134.0 0.0.0.255 ?
<cr>

<cr>記号は、それ以上キーワードや引数がないことを示します。Enter（または Return）キー
を押してコマンドを実行します。

Router(config)# access-list 99 deny 172.31.134.0 0.0.0.255

システムではエントリがアクセスリスト 99に追加され、サブネット 172.31.134.0上のすべて
のホストへのアクセスが拒否され、0～ 255の範囲で終わる IPアドレスに対するビットが無視
されます。

コマンドの no形式および default形式の使用
ほぼすべてのコンフィギュレーションコマンドにno形式があります。一般に、no形式を使用
すると、機能が無効になります。noキーワードなしでコマンドを使用すると、無効にされた
機能を再度有効にしたり、デフォルトで無効になっている機能を有効にすることができます。
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たとえば、IPルーティングはデフォルトで有効に設定されています。IPルーティングを無効
にするには、iproutingコマンドの noiprouting形式を使用します。これを再度有効にするに
は、iproutingのプレーンな形式を使用します。Cisco IOSソフトウェアのコマンドリファレン
スの資料では、コマンドのno形式が使用できる場合は常にno形式の機能について説明してい
ます。

多くのCLIコマンドにはdefault形式もあります。defaultcommand-nameコマンドを実行するこ
とで、コマンドをデフォルトの設定にすることができます。Cisco IOSソフトウェアのコマン
ドリファレンスマニュアルでは、default形式が、コマンドのプレーン形式か no形式と異な
る機能を実行する場合、一般にコマンドの default形式の機能を説明しています。システムで
使用できるデフォルトコマンドを表示するには、コマンドラインインターフェイスの該当す

るコマンドモードで default?と入力します。

コマンド履歴の使用

Cisco IOSCLIでは、入力したコマンドの履歴（記録）が提供されます。この機能は、アクセス
リストなど、長いまたは複雑なコマンドやエントリを呼び出す場合、特に便利です。コマンド

履歴機能を使用するには、以降の項で説明するいずれかの作業を実行します。

CLI編集機能とショートカットの使用
Cisco IOS CLIでは、さまざまなショートカットと編集機能が使用できます。以降のサブセク
ションで次の機能について説明します。

コマンドラインでのカーソルの移動

次の表に、修正または変更を加える際、コマンドラインでカーソルを移動するために使用でき

るキーの組み合わせまたはキーシーケンスを示します。Ctrlは Controlキーを示し、対応する
文字キーと同時に押す必要があります。EscはEscapeキーを示し、最初に押してから対応する
文字キーを押します。キーの大文字と小文字は区別されません。CLIのナビゲーションと編集
で使用される文字の多くは、その機能を簡単に覚えておけるように選択されています。次の表

では、使用される文字と機能の関係を示すために「機能の概要」の列の文字が太字で示されて

います。

表 1 :カーソルを移動するために使用するキーの組み合わせ

機能の詳細機能の要約キーストローク

カーソルを 1文字左に移動します。複数行にわたって
コマンドを入力するときは、左矢印キーまたはCtrl+B
キーを繰り返し押してシステムプロンプトまでスク

ロールバックして、コマンドエントリの先頭まで移

動できます。あるいは Ctrl+Aキーを押してコマンド
エントリの先頭に移動します。

B 1文字戻るLeft Arrowまたは
Ctrl+B
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機能の詳細機能の要約キーストローク

カーソルを 1文字右に移動します。F 1文字進むRight Arrowまたは
Ctrl+F

カーソルを 1単語後退させます。B 1単語戻るEsc , B

カーソルを 1単語前進させます。F 1単語進むEsc , F

カーソルを行の先頭に移動します。行の先頭Ctrl -A

カーソルをコマンドラインの末尾に移動します。E行末Ctrl -E

部分的なコマンド名の補完

完全なコマンド名を思い出せない場合や、入力の作業量を減らす場合は、コマンドの先頭の数

文字を入力して、Tabキーを押します。コマンドラインパーサーは、入力されたストリングが
コマンドモードで一意である場合に、コマンドを補完します。キーボード上に Tabキーがな
い場合は、代わりに Ctrlキーを押した状態で Iキーを押します。

コマンドは、コマンドが一意になるのに十分な文字が入力されていれば認識されます。たとえ

ば、特権 EXECモードで confと入力すると、CLIはエントリを configureコマンドと関連付け
ることができます。これは、confで始まるコマンドがconfigureコマンドのみであるためです。

次の例で、Tabキーを押すと、特権EXECモードの confに対する一意のストリングが認識され
ます。

Router# conf
<Tab
>
Router# configure

コマンド補完機能を使用すると、CLIにより完全なコマンド名が表示されます。Returnキーか
Enterキーを押すまでコマンドは実行されません。これにより、完全なコマンドが省略形によっ
て意図したものでない場合に、コマンドを修正できます。複数のコマンドに該当する文字列を

入力した場合、テキストストリングが一意でないことを示すためにブザー音が鳴ります。

コマンドが補完できない場合は、疑問符（?）を入力して、その文字で始まるコマンドの一覧
を表示します。入力した最後の文字と疑問符（?）の間にはスペースを入れません。

たとえば、co?を入力すると、現在のコマンドモードで使用可能なすべてのコマンドの一覧が
表示されます。

Router# co?
configure connect copy
Router# co

疑問符の前に入力した文字は、コマンドを完全に入力できるように画面に表示されます。
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削除したエントリの呼び出し

CLIでは、削除したコマンドまたはキーワードが履歴バッファに格納されます。スペースで始
まるかスペースで終わるストリングだけがバッファに格納され、削除した個別の文字（Backspace
または Ctrl+Dを使用）は格納されません。バッファには、Ctrl+K、Ctrl+U、または Ctrl+Xで
削除された最後の 10個の項目が格納されます。これらの項目を呼び出してコマンドラインに
貼り付けるには、次のキーの組み合わせを使用します。

目的キーストロー

ク

バッファ内の最新のエントリを呼び出します（キーを同時に押します）。Ctrl -Y

履歴バッファ内の前のエントリを呼び出します（キーは順番に押します）。Esc , Y

Esc、Yキーシーケンスは、最初に Ctrl+Yキーの組み合わせを押さない限り機能しません。
Esc、Yを 11回以上押すと、バッファ内の最新のエントリに戻ります。

画面幅よりも長いコマンドラインの編集

CLIには、画面上の 1行を超えるコマンドに対する折り返し機能が備わっています。カーソル
が右マージンに達すると、そのコマンドラインは 10文字分だけ左へシフトされます。コマン
ドラインの先頭から 10文字までは見えなくなりますが、左へスクロールして、コマンドの先
頭部分の構文をチェックできます。スクロールで戻るには、Ctrl+Bキーまたは←キーを繰り返
し押してコマンドエントリの先頭に戻るか、Ctrl+Aキーを押して直接行の先頭に戻ります。

次の例では、access-listコマンドエントリが 1行を超えています。最初にカーソルが行末に達
すると、その行は10文字分だけ左へシフトされ、再表示されます。ドル記号（$）は、行が左
にスクロールされたことを示しています。カーソルが行末に達するたびに、その行は再び 10
文字分だけ左へシフトされます。

Router(config)# access-list 101 permit tcp 172.31.134.5 255.255.255.0 172.31.1
Router(config)# $ 101 permit tcp 172.31.134.5 255.255.255.0 172.31.135.0 255.25
Router(config)# $t tcp 172.31.134.5 255.255.255.0 172.31.135.0 255.255.255.0 eq
Router(config)#
$31.134.5 255.255.255.0 172.31.135.0 255.255.255.0 eq 45

入力を完了したら、Returnキーを押してコマンドを実行する前に、Ctrl-Aキーを押して、完全
な構文を確認します。行が右にスクロールしていることを示すため、ドル記号（$）が行末に
表示されます。

Router(config)# access-list 101 permit tcp 172.31.134.5 255.255.255.0 172.31.1$

Cisco IOSXEソフトウェアでは、幅が80カラムの端末画面を使用していると仮定しています。
画面の幅が異なる場合は、terminal widthユーザ EXECコマンドを使用して端末の幅を設定し
ます。

ラインラップとコマンド履歴機能を組み合わせることで、以前の複雑なコマンドエントリを

呼び出したり修正したりできます。以前のコマンドエントリを呼び出す方法については、この

章のコマンドのリコールに関するセクションを参照してください。

Configuration Fundamentalsコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
11

Cisco IOSコマンドラインインターフェイスの使用

削除したエントリの呼び出し



エントリの削除

入力を間違えた場合や考え直した場合に、コマンドエントリを削除するには、次のキーまたは

キーの組み合わせを使用します。

目的キーストローク

カーソルの左にある文字を削除します。Delete またはBackspace

カーソル位置にある文字を削除します。Ctrl -D

カーソル位置からコマンドラインの末尾までのすべての文字を削除

します。

Ctrl -K

カーソル位置からコマンドラインの先頭までのすべての文字を削除

します。

Ctrl +Uまたは Ctrl+X

カーソルの左にある単語を削除します。Ctrl -W

カーソルの位置から単語の末尾までを削除します。Esc , D

--More--プロンプトでの出力の続行

Cisco IOS XE CLIを使用する場合、出力が画面に表示可能な長さを超えることがあります。多
くの ?や showまたは moreコマンドの出力などで画面の下端を超えて出力が続く場合は、出
力が中断し、画面の最後の行に --More--プロンプトが表示されます。出力を再開するには、
Returnキーを押して下に 1行スクロールするか、スペースキーを押して出力の次の 1画面分を
表示します。

出力が画面上で一時停止していて、--More--プロンプトが表示されない場合は、lengthライン
コンフィギュレーションコマンドまたは terminal length特権 EXECモードコマンドを使用し
て、画面の長さに入力する値を小さくします。 lengthの値をゼロにすると、コマンド出力は一
時停止しなくなります。

ヒント

--More--プロンプトからの出力のフィルタリングに関する情報については、この章の CLI出力
の検索とフィルタリングに関するモジュールを参照してください。

現在のコマンドラインの再表示

コマンドを入力していて、突然システムから画面にメッセージが表示された場合、現在のコマ

ンドラインエントリを簡単に呼び出すことができます。現在のコマンドラインを再表示（画

面を更新）するには、次のキーの組み合わせのうちいずれかを使用します。

目的キーストローク

現在のコマンドラインを再表示します。Ctrl+LまたはCtrl+R
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誤って入力した文字の置き換え

コマンド入力をミスした場合、入力ミスした文字を入れ替えることができます。文字を入れ替

えるには、次のキーの組み合わせを使用します。

目的キーストロー

ク

カーソルの左にある文字を、カーソルの右にある文字と置き換えます。Ctrl -T

大文字と小文字の制御

単純なキーシーケンスで単語を大文字または小文字にしたり、文字セットを大文字にすること

ができます。ただし、Cisco IOSXEコマンドでは、一般に大文字と小文字が区別されず、通常
はすべて小文字で入力します。コマンドの大文字と小文字を変更するには、次のキーシーケン

スを使用します。

目的キーストロー

ク

カーソルの場所にある文字を大文字にします。Esc , C

カーソルの場所にある単語を小文字にします。Esc , L

カーソルの位置から単語の末尾までを大文字にします。Esc , U

キーストロークをコマンドエントリとして指定

特定のキーストローク（キーの組み合わせまたはシーケンス）をコマンドエイリアスとして認

識するようにシステムを設定できます。つまり、ストロークを、コマンドを実行するための

ショートカットとして設定できます。システムにキーストロークをコマンドとして解釈させる

には、コマンドシーケンスを入力する前に、次のいずれかのキーの組み合わせを使用します。

目的キーストローク

システムが次のキーストロークをユーザコンフィギュレーションコ

マンドエントリとして受け付けるように設定します（編集コマンドと

してではありません）。

Ctrl+VまたはEsc、Q

編集機能の無効化と再有効化

前のセクションで説明した編集機能はシステムで自動的に有効になります。しかし、これらの

編集機能を無効にすることが望ましい状況がいくつかあります。たとえば、編集機能と競合す

るスクリプトがある場合です。編集機能をグローバルに無効にするには、ラインコンフィギュ

レーションモードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

特定の回線に対してCLI編集機能を無効にします。
Router(config-line)# no editing

現在の端末セッションに対して編集機能を無効にするには、ユーザEXECモードで次のコマン
ドを使用します。

目的コマンド

ローカルラインに対してCLI編集機能を無効にします。
Router# no terminal editing

現在の端末セッションに対して編集機能を再度有効にするには、ユーザEXECモードで次のコ
マンドを使用します。

目的コマンド

現在の端末セッションに対してCLI編集機能を有効にします。
Router# terminal editing

特定の回線に対して編集機能を再度有効にするには、ラインコンフィギュレーションモード

で次のコマンドを使用します。

目的コマンド

CLI編集機能を有効にします。
Router(config-line)# editing

CLI出力の検索とフィルタリング
Cisco IOSCLIには、大量のコマンド出力を検索したり、出力をフィルタリングして不要な情報
を除外するための手段が提供されています。これらの機能は、一般に大量のデータが表示され

る、showコマンドと moreコマンドで使用できます。

Show コマンドと moreコマンドは、常にユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで実行
します。

（注）

画面に表示される内容を超えて出力が続く場合、Cisco IOSCLIでは --More--プロンプトが表示
されます。Returnキーを押すことで次の行が表示され、スペースキーを押すことで次の画面が
表示されます。CLIストリング検索機能を使用すると、--More--プロンプトからの出力を検索
またはフィルタリングできます。
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Cisco IOS XE CLIの使用の例

コマンド構文の確認とコマンド履歴の使用の例

CLIでは、エラーインジケータであるキャレット記号（^）を使用してエラーの位置が示され
ます。^記号は、コマンドストリング内の誤ったコマンド、キーワード、または引数が入力さ
れた位置に表示されます。

次の例では、クロックを設定するものとします。状況依存ヘルプを使用して、クロックを設定

するための正しいコマンド構文を確認します。

Router# clock ?
set Set the time and date

Router# clock

ヘルプ出力により、setキーワードが必要であることが示されます。時刻を入力するための構
文を確認します。

Router# clock set ?
hh:mm:ss Current time
Router# clock set

現在の時刻を入力します。

Router# clock set 13:32:00
% Incomplete command.

コマンドを完了するために追加の引数を指定する必要があることがシステムによって示されま

す。Ctrl+Pキーまたは↑キーを押して、以前のコマンド入力を自動的に繰り返します。次にス
ペースと疑問符（?）を追加し、他の引数を確認します。

Router# clock set 13:32:00 ?
<1-31> Day of the month
MONTH Month of the year

これでコマンド入力を完了できます。

Router# clock set 13:32:00 February 01
^

% Invalid input detected at '^' marker.

キャレット記号（^）とヘルプ応答により、01に誤りがあることが示されます。正しい構文の
一覧を表示するために、エラーが発生した場所までコマンドを入力し、疑問符（?）を入力し
ます。

Router# clock set 13:32:00 February ?
<1-31> Day of the month
Router# clock set 13:32:00 February 23 ?
<1993-2035> Year

正しい構文を使用して年を入力し、Enterまたは Returnを押してコマンドを実行します。
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Router# clock set 13:32:00 February 23 2001

CLI出力の検索とフィルタリングの例
次に、morenvram:startup-config|begin特権 EXECモードコマンドの部分的な出力例を示しま
す。これは、正規表現を含む最初の行で、フィルタリングされていない出力が開始されていま

す。--More--プロンプトで、正規表現 ipを含む出力行を除外するためのフィルタを指定しま
す。

Router# more nvram:startup-config | begin ip
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
security passwords min-length 1
!
no aaa new-model
ip subnet-zero
no ip domain lookup
ip host sjc-tftp02 171.69.17.17
ip host sjc-tftp01 171.69.17.19
ip host dirt 171.69.1.129
!
!
multilink bundle-name authenticated
!
!
redundancy
mode sso
!
!
bba-group pppoe global
!
!
interface GigabitEthernet0/0/0
ip address 10.4.9.158 255.255.255.0
media-type rj45
speed 1000
duplex full
negotiation auto
no cdp enable
!
interface GigabitEthernet0/0/1
no ip address
media-type rj45
speed 1000
duplex full
negotiation auto
no cdp enable
!
interface POS0/1/0
no ip address
shutdown
no cdp enable
!
interface POS0/1/1
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no ip address
shutdown
no cdp enable
!
interface GigabitEthernet0
vrf forwarding Mgmt-intf
no ip address
speed 1000
duplex full
negotiation auto
!
ip default-gateway 10.4.9.1
ip classless
ip default-network 0.0.0.0
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 GigabitEthernet0/0/0
ip route 171.69.0.0 255.255.0.0 10.4.9.1
!
no ip http server
no ip http secure-server
!
!
snmp mib bulkstat schema E0
snmp mib bulkstat schema IFMIB
snmp mib bulkstat transfer 23
snmp mib bulkstat transfer bulkstat1
!
!
control-plane
!
!
line con 0
exec-timeout 30 0
logging synchronous
stopbits 1
line aux 0
stopbits 1
line vty 0 4
privilege level 15
password lab
login
!
end

次に、morenvram:startup-config|include特権EXECコマンドの部分的な出力例を示します。正
規表現 ipを含む行だけが表示されています。

Router# more nvram:startup-config | include ip
ip subnet-zero
ip domain-name cisco.com
ip name-server 1192.168.48.48
ip name-server 172.16.2.132

次に、morenvram:startup-config|exclude特権EXECコマンドの部分的な出力例を示します。正
規表現 serviceを含む行が除外されています。--More--プロンプトで、正規表現 Dialer1をフィ
ルタとして指定します。このフィルタを指定することにより、Dialer1を含む最初の行で出力が
再開されます。

Router# more nvram:startup-config | exclude service
!
version 12.2
!
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hostname router
!
boot system flash
no logging buffered
!
ip subnet-zero
ip domain-name cisco.com
.
.
.
--More--
/Dialer1
filtering...
interface Dialer1
no ip address
no ip directed-broadcast
dialer in-band
no cdp enable

次に、出力の検索が指定された、showinterfaceユーザ EXECまたは特権 EXECコマンドモー
ドの出力例の一部を示します。パイプの後でキーワードbeginFastEthernetを使用することで、
正規表現 Fast Ethernetを含む最初の行でフィルタリングされていない出力が開始されます。
--More--プロンプトで、正規表現 Serialを含む行だけを表示するフィルタを指定します。

Router# show interface | begin FastEthernet
FastEthernet0/0 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 0060.837c.6399 (bia 0060.837c.6399)
Description: ip address is 172.1.2.14 255.255.255.0
Internet address is 172.1.2.14/24

.

.

.
0 lost carrier, 0 no carrier
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

--More--
+Serial
filtering...
Serial1 is up, line protocol is up
Serial2 is up, line protocol is up
Serial3 is up, line protocol is down
Serial4 is down, line protocol is down
Serial5 is up, line protocol is up
Serial6 is up, line protocol is up
Serial7 is up, line protocol is up

次に、showbuffers|excludeコマンドの出力例の一部を示します。正規表現 0 missesを含む行が
除外されています。--More--プロンプトで、フィルタされていない出力を、Serial0を含む最初
の行から続行するための検索を指定します。

Router# show buffers | exclude 0 misses
Buffer elements:

398 in free list (500 max allowed)
Public buffer pools:
Small buffers, 104 bytes (total 50, permanent 50):

50 in free list (20 min, 150 max allowed)
551 hits, 3 misses, 0 trims, 0 created

Big buffers, 1524 bytes (total 50, permanent 50):
49 in free list (5 min, 150 max allowed)

Very Big buffers, 4520 bytes (total 10, permanent 10):
.
.
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.
Huge buffers, 18024 bytes (total 0 permanent 0):

0 in free list (0 min, 4 max allowed)
--More--
/Serial0
filtering...
Serial0 buffers, 1543 bytes (total 64, permanent 64):

16 in free list (0 min, 64 max allowed)
48 hits, 0 fallbacks

次に、showinterface|includeユーザ EXECまたは特権 EXECコマンドモードの部分的な出力例
を示します。パイプ（|）の後で include(is)キーワードを使用することにより、正規表現 ( is )
が含まれる行だけが表示されます。カッコにより、isの前後にスペースが含まれることが指定
されます。カッコを使用することで、isの前後にスペースを含む行だけが出力に含まれます
（「disconnect」などの文字は検索から除外されます）。) .

router# show interface | include ( is )
ATM0 is administratively down, line protocol is down
Hardware is ATMizer BX-50

Dialer0/1 is up (spoofing), line protocol is up (spoofing)
Hardware is Unknown
DTR is pulsed for 1 seconds on reset

FastEthernet0/0 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 0060.837c.6399 (bia 0060.837c.6399)
Internet address is 172.21.53.199/24

FastEthernet0/1 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 0060.837c.639c (bia 0060.837c.639c)
Internet address is 10.5.5.99/24

Serial0:0 is down, line protocol is down
Hardware is DSX1

.

.

.
--More--

--More--プロンプトで、Serial0:13を含む最初の行でフィルタリングされた出力を続行する検索
を指定します。

/Serial0:13
filtering...
Serial0:13 is down, line protocol is down
Hardware is DSX1
Internet address is 10.0.0.2/8

0 output errors, 0 collisions, 2 interface resets
Timeslot(s) Used:14, Transmitter delay is 0 flag
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第 3 章

showコマンド出力リダイレクション

showコマンド出力リダイレクション機能は、Cisco IOSコマンドラインインターフェイス
（CLI）の showコマンドおよびmoreコマンドの出力をファイルにリダイレクトする機能を提
供します。

•機能情報の確認（21ページ）
• showコマンド出力リダイレクションについて（21ページ）
• showコマンド拡張機能の使用方法（22ページ）
•その他の参考資料（22ページ）
• showコマンド出力リダイレクションの機能情報（24ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使
用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

showコマンド出力リダイレクションについて
この機能ではCisco IOSCLIの showコマンドを強化し、後から参照するために大量のデータ出
力をファイルに直接書き込むことができます。このファイルはフラッシュ、SANディスク、あ
るいは外部メモリデバイスなどのローカルまたはリモートストレージデバイスに保存できま

す。

発行される各 showコマンドにつき、新しいファイルを作成したり、出力を既存のファイルに
追加したりできます。オプションで、teeキーワードを使用して、ファイルにリダイレクトし
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ながらコマンド出力を画面表示できます。リダイレクトは、次のキーワードと組み合わせて、

任意の showコマンドに続けてパイプ（|）文字を使用すると実行できます。

出力リダイレクションキーワード：

使用法キーワー

ド

URL（アペンド動作をサポートしているURLのみ）にリダイレクト出力をアペン
ドします

append

一致する行から開始しますbegin

regexpに一致する行数をカウントcount

一致する行を除外exclude

指定されたスペックファイルを使用して出力をフォーマットしますformat

一致する行を含めるinclude

URLに出力をリダイレクトしますredirect

URLに出力をコピーしますtee

これらの拡張は moreコマンドにも追加できます。

showコマンド拡張機能の使用方法
この機能拡張に関連付けられているコンフィギュレーション作業はありません。使用上のガイ

ドラインについては、「関連資料」セクションに記載されているコマンドリファレンスを参照

してください。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command
Reference』

Cisco IOSコンフィギュレーションコマ
ンド
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標準

タイト

ル

標準

--この機能がサポートする新しい規格または変更された規格はありません。また、こ

の機能による既存規格のサポートに変更はありません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェアリ
リース、およびフィーチャセットのMIBを検索し
てダウンロードする場合は、次の URLにある
Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

•新しいMIBまたは変更されたMIB
はサポートされていません。また、

既存のMIBに対するサポートに変
更はありません。

RFC

タイト

ル

RFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポートされていません。また、既存の RFC
に対するサポートに変更はありません。

テクニカルサポート

シスコのサポートならびにドキュメントのWeb
サイトではリソースをオンラインで提供して

おり、マニュアル、ソフトウェア、およびツー

ルをダウンロードできます。

説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。
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showコマンド出力リダイレクションの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースの

みを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2 : showコマンド出力リダイレクション機能の機能情報

機能情報リリース機能名

• showコマンド出力リダイレクション機能は、
Cisco IOSコマンドラインインターフェイス
（CLI）の showコマンドおよび moreコマンド
の出力をファイルにリダイレクトする機能を提

供します。

次のコマンドが導入または変更されました。show、
more

12.0(21)S
12.2(13)T

showコマンド出力リ
ダイレクション
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第 4 章

シスコネットワーキングデバイスの基本

設定の概要

Cisco IOSソフトウェアでは、Cisco IOSベースのネットワーキングデバイスの設定を単純化す
るために、自動インストールとセットアップモードの2つの機能が提供されています。自動イ
ンストールを使用すると、デバイスコンフィギュレーションファイルを離れた場所から自動

的にロードし、それを使用して複数のデバイスを同時に設定できます。セットアップは、シス

テムの基本（スタートアップとも呼びます）設定をガイドする対話型の Cisco IOSソフトウェ
アコマンドラインインターフェイス（CLI）モードですが、一度に設定できるのは 1台のデバ
イスに制限されます。自動インストールは、設定するデバイスに対する自動的なプロセスです

が、セットアップは設定するデバイスに対する手動のプロセスです。

このモジュールは各機能について紹介し、機能を詳細に説明するモジュールを示し、その使用

方法について説明します。

初期設定という用語とスタートアップコンフィギュレーションという用語は、同じ意味で使用

されます。

•シスコネットワーキングデバイスの基本設定における前提条件（25ページ）
•シスコネットワーキングデバイスの基本設定における制約事項（27ページ）
•シスコネットワーキングデバイスの基本設定に関する情報（27ページ）
•次の作業（29ページ）
•その他の参考資料（29ページ）
•シスコネットワーキングデバイスの基本設定概要の機能情報（30ページ）

シスコネットワーキングデバイスの基本設定における前

提条件

Cisco IOS自動インストールの前提条件

•「自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスのリモートでの設定」
モジュールは、Cisco IOSRelease 12.4(1)以降が動作するネットワーキングデバイス向けに
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書かれています。しかし、このマニュアルのほとんどの情報は、自動インストールをサ

ポートしている、Cisco IOS release 12.4(1)以降が動作していないネットワーキングデバイ
スに対して使用できます。念頭に置くべき主な違いは次の 2つです。

•一部のシスコネットワーキングデバイスは、DHCPの代わりにBOOTPを使用して、
LANインターフェイス上で IPアドレスを要求します。DHCPサーバで BOOTPのサ
ポートを有効にすることで、この問題が解決されます。

•一部のシスコネットワーキングデバイスでは、DHCPクライアント IDの形式が、
Cisco IOS release 12.4(1)以降が動作するネットワーキングデバイスのものと異なりま
す。このマニュアルでは、Cisco IOS release 12.4(1)以降が動作するネットワーキング
デバイスで使用されている DHCPクライアント ID形式についてだけ説明します。現
在のシスコネットワーキングデバイスが使用しているDHCPクライアント IDの形式
を特定するには、「自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイス

のリモートでの設定」モジュールの「自動的な DHCPクライアント IDの特定」のセ
クションを参照してください

•自動インストールを使用して設定するネットワーキングデバイス上のNVRAMにコンフィ
ギュレーションファイルが存在しないこと。

•自動インストールを使用してネットワーキングデバイス上にロードするコンフィギュレー
ションファイルが、ネットワークに接続されているTFTPサーバ上にあること。ほとんど
の場合、ファイルは複数あります。たとえば、IPからホスト名へのマッピングが格納され
たネットワークファイルと、デバイス固有のコンフィギュレーションファイルです。

•自動インストールを使用して設定するネットワーキングデバイスをネットワークに接続し
て電源を投入するために、リモートサイトに誰かがいること。

•自動インストールプロセス中にネットワーキングデバイスが TFTPサーバからコンフィ
ギュレーションファイルをロードできるように、ネットワークで IP接続が可能であるこ
と。

• LAN接続経由で自動インストールを使用してネットワーキングデバイスに IPアドレスを
付与するため、ネットワーク上で DHCPサーバが利用できること。

Cisco IOSセットアップモードの前提条件

•設定するデバイスのコンソールポートに端末が接続されていること。

•設定するインターフェイスがわかっていること。

•有効にするルーティングプロトコルがわかっていること。

ルーティングプロトコルの詳細については、『Cisco IOS IP Routing Protocols Configuration
Guide』を参照してください。

•設定するデバイスがブリッジングを実行するかどうかがわかっていること。

•設定するデバイスにプロトコル変換がインストールされているかどうかがわかっているこ
と。

•設定するプロトコルのネットワークアドレスがわかっていること。
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ネットワークアドレスについては、『Cisco IOS IP Addressing Services Configuration Guide』を
参照してください。

•ネットワーク環境のパスワード方針が決まっていること。

パスワードとデバイスセキュリティの詳細については、『Cisco IOSSecurityConfigurationGuide』
の「Configuring Security with Passwords, Privilege Levels, and Login User names for CLI Sessions on
Networking Devices」を参照してください。

•設定する製品のマニュアルが手元にあるか、アクセスできること。

シスコネットワーキングデバイスの基本設定における制

約事項
Cisco IOS自動インストールの制約事項

•（シリアルインターフェイスだけ）HDLCまたはフレームリレーを使用したシリアルイ
ンターフェイスでは、新しいデバイスの最初のシリアルポート（シリアルインターフェ

イス 0またはシリアルインターフェイス x/0）上だけで自動インストールを実行できま
す。

•（LANインターフェイスだけ）物理的なジャンパを使用してリング速度を設定した LAN
トークンリングインターフェイスだけで自動インストールがサポートされます。

Cisco IOSセットアップモードの制約事項

•セットアップモードはハードウェア依存です。設定する製品のマニュアルに記載されてい
る手順に従う必要があります。

•一部のコンフィギュレーションパラメータは、ネットワーキングデバイスにプロトコル
変換オプションがインストールされている場合にだけ適用されます。デバイスにプロトコ

ル変換オプションがインストールされていない場合、これらのパラメータに対するプロン

プトは表示されません。

シスコネットワーキングデバイスの基本設定に関する情

報
基本設定を使用してネットワーキングデバイスを設定する前に、次の概念について理解し、要

件に基づいて、自動インストールとセットアップモードのどちらが最適な方法なのかを判断す

る必要があります。

Configuration Fundamentalsコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
27

シスコネットワーキングデバイスの基本設定の概要

シスコネットワーキングデバイスの基本設定における制約事項



Cisco IOS自動インストールと Cisco IOSセットアップモードの比較
Cisco IOS自動インストールを使用すると、デバイスコンフィギュレーションファイルを離れ
た場所から自動的にロードし、それを使用して複数のデバイスを同時に設定できます。セット

アップは、システムの基本（スタートアップとも呼びます）設定をガイドする対話型の Cisco
IOSソフトウェア CLIモードですが、一度に設定できるのは 1台のデバイスに制限されます。
自動インストールは自動プロセスで、セットアップは手動プロセスです。

Cisco IOS自動インストール
自動インストールは、中央のロケーションからリモートネットワーキングデバイスの設定を

可能にする Cisco IOSソフトウェア機能です。コンフィギュレーションファイルは、セット
アップのために自動インストールを使用しているデバイスからアクセスできる TFTPサーバに
保存する必要があります。

自動インストールは、LAN、ハイレベルデータリンクコントロール（HDLC）カプセル化を
使用したシリアルインターフェイス、WAN用のフレームリレーカプセル化を使用したシリ
アルインターフェイス、およびWIC-1-DSU-T1v2カード（他の T1E1カードでは自動インス
トールはサポートされていません）に対し、イーサネット、トークンリング、FDDIインター
フェイス上でサポートされています。

自動インストールは、リモートサイトでの設置の中央での管理を容易にするように設計されて

います。自動インストールプロセスは、Cisco IOSソフトウェアベースのデバイスの電源をオ
ンにし、NVRAMに有効なコンフィギュレーションファイルがない場合に開始されます。ネッ
トワーキングデバイスに Ciscoルータと Security Device Manager（SDM）または Cisco Network
Assistantがすでにインストールされている場合には、自動インストールは開始されません。こ
の場合、自動インストールを有効にするには、SDMを無効にする必要があります。

『Using AutoInstall to Remotely Configure Cisco Networking Devices』モジュールでは、AutoInstall
の動作、SDMを無効にする方法、AutoInstallを使用するようにデバイスを設定する方法が説明
されています。

Cisco IOSセットアップモード
Cisco IOSセットアップモードを使用すると、Cisco IOS CLIまたはシステム設定ダイアログを
使用して初期設定ファイルを作成できます。初期設定手順がダイアログに表示されるため、シ

スコの製品やCLIに慣れておらず、CLIによって提供される詳細なレベルでの設定変更が不要
な場合に便利です。

セットアップは、デバイスのNVRAMにコンフィギュレーションファイルがなく、CiscoSDM
を使用するように工場で事前設定されていない場合に開始されます。セットアップが完了する

と、システム設定ダイアログが表示されます。ダイアログに従ってデバイスとネットワークに

関する基本的な情報を入力することで初期設定が行われ、初期設定ファイルが作成されます。

ファイルが作成された後、CLIを使用して追加の設定を行うことができます。

『Using SetupMode to Configure a Cisco Networking Device』では、セットアップを使用して基本
設定を作成する方法と、設定を変更する方法について説明しています。
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次の作業
「自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスのリモートでの設定」モ

ジュールまたは「セットアップモードを使用したシスコネットワーキングデバイスの設定」

モジュールに進んでください。

その他の参考資料
このセクションでは、シスコネットワーキングデバイスの基本設定に関する参考資料につい

て説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command
Reference』

設定の基本的なコマンド

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration
Guide』の「Using AutoInstall to Remotely Configure
Cisco Networking Devices」モジュール

Cisco IOSソフトウェアの自動インストー
ル機能を使用した初めてのネットワーキ

ングデバイスの設定

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration
Guide』の「Using Setup Mode to Configure a Cisco
Networking Device」モジュール

Cisco IOSセットアップモードを使用し
たネットワーキングデバイスの設定
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。

シスコネットワーキングデバイスの基本設定概要の機能

情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースの

みを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 3 :概要：シスコネットワーキングデバイスの基本設定の機能情報

機能情報リリー

ス

機能名

Cisco IOSソフトウェアでは、Cisco IOSベースのネットワーキン
グデバイスの設定を単純化するために、自動インストールとセッ

トアップモードの 2つの機能が提供されています。自動インス
トールを使用すると、デバイスコンフィギュレーションファイ

ルを離れた場所から自動的にロードし、それを使用して複数の

デバイスを同時に設定できます。セットアップは、システムの

基本（スタートアップとも呼びます）設定をガイドする対話型

の Cisco IOSソフトウェアコマンドラインインターフェイス
（CLI）モードですが、一度に設定できるのは 1台のデバイスに
制限されます。自動インストールは、設定するデバイスに対す

る自動的なプロセスですが、セットアップは設定するデバイス

に対する手動のプロセスです。

12.4(3)概要：シスコ

ネットワーキング

デバイスの基本設

定
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第 5 章

自動インストールを使用したシスコのネッ

トワーキングデバイスのリモートでの設

定

自動インストールを使用すると、ネットワーキングデバイスをリモートから自動的に設定でき

ます。一般に、自動インストールは、新しいネットワーキングデバイスをリモートからセット

アップするために使用します。ただし、既存のネットワーキングデバイスについても、NVRAM
からコンフィギュレーションファイルを削除した後で、自動インストールを使用して設定でき

ます。自動インストールプロセスは、TFTPサーバにあらかじめ格納されているコンフィギュ
レーションファイルを使用します。

このモジュールでは、ネットワーキングデバイスという用語は、Cisco IOSソフトウェアが動
作するルータを指します。また、次の用語は同じ意味で使用されます。

•初期設定およびスタートアップコンフィギュレーション

•セットアップおよび設定

•機能情報の確認（34ページ）
•機能制限 （34ページ）
•自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスのリモートでの設定に関
する情報（34ページ）

•自動インストールを使用してシスコネットワーキングデバイスをリモートで設定する方
法（45ページ）

•自動インストールを使用してシスコのネットワーキングデバイスをリモートで設定する例
（47ページ）

•その他の参考資料（60ページ）
•自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスの設定に関する機能情報
（61ページ）
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使
用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

機能制限
• DHCPサーバは、管理インターフェイス（ギガビットイーサネット 0）を介して到達可能
である必要があります。

•管理インターフェイスギガビットイーサネット 0だけがサポートされています。

この機能をCiscoASR1000シリーズアグリゲーションサービスルータで使用する場合は、
ドキュメントのイーサネットインターフェイスをギガビットイーサネットインターフェ

イスと読み替えてください。

自動インストールを使用したシスコのネットワーキング

デバイスのリモートでの設定に関する情報

自動インストールのIPアドレスのダイナミックな割り当てで使用する
サービスとサーバ

ネットワークは、自動インストールを使用して設定するネットワーキングデバイスに対する

IPアドレスのダイナミックな割り当てが可能であることが必要です。使用する IPアドレス割
り当てサーバの種類は、自動インストールを使用して設定するネットワーキングデバイスの

ネットワークに対する接続の種類によって変わります。

自動インストールは次の種類の IPアドレスサーバを使用します。

DHCP Servers

LAN接続上で自動インストールを使用するネットワーキングデバイスには、ダイナミックに
IPアドレスを提供するためにDHCPサーバが必要です。この要件は、ファストイーサネット、
トークンリング、および FDDIのインターフェイスに適用されます。DHCPサーバと、LAN
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接続上で自動インストールを使用するすべてのデバイスとの間で、IP接続が可能なようにネッ
トワークが設定されている必要があります。

DHCP（RFC2131で規定）は、ブートストラッププロトコル（RFC951で規定）により提供さ
れる機能を拡張したものです。DHCPは、設定情報を TCP/IPネットワーク上のホストに渡す
ためのフレームワークを提供します。DHCPでは、再利用可能なネットワークアドレスと、
ルータ（ゲートウェイ）の IPアドレス、TFTPサーバの IPアドレス、ロードするブートファ
イルの名前、使用するドメイン名など、追加の設定オプションを自動的に割り当てる機能が追

加されています。DHCPサーバは、ルータ、UNIXサーバ、Microsoft Windowsベースのサー
バ、その他のプラットフォーム上で設定できます。

一般に DHCPサーバは、IPアドレスのプールからランダムに IPアドレスを割り当てます。
DHCPを使用するデバイスは、ネットワークに接続するたびに異なる IPアドレスを取得する
ことがあります。これは、自動インストールプロセスの間、特定のデバイスに特定のホスト名

を割り当てる必要がある場合に問題になります。たとえば、リモートサイトの異なる階にルー

タを設置し、各ルータに、ChicagoHQ-1stや ChicagoHQ-2ndといった、その場所を示す名前
を割り当てる場合、各デバイスの IPアドレスが、その正しいホスト名にマッピングされるよ
うにする必要があります。

デバイスに特定の IPアドレスが割り当てられるようにするためのプロセスは、予約の作成と
呼びます。予約とは、IPアドレスと、デバイス上の LANインターフェイスの物理層アドレス
の間の関係を、手動で設定することです。多くのCisco IOSXEベースのデバイスは、DHCPを
通じて IPアドレスを要求する際に、そのMACアドレスを使用しません。代わりに、より長い
クライアント IDを使用します。予約を事前に設定するためには、クライアント IDを特定しな
くてはならず、新しいデバイスがそのMACアドレスとクライアント IDのどちらを使用する
のかを知らなくてはなりません。デバイスがMACアドレスとクライアント IDのどちらを使
用しているかを特定するために、新しいデバイスが最初に DHCP予約を使用せずに IPアドレ
スを取得できるようにすることを推奨します。新しいデバイスがDHCPサーバに対して自身を
識別する方法がわかったら、その形式をメモして、そのデバイス用の予約を作成します。次回

デバイスがリブートした際に、予約した IPアドレスが取得され、新しいデバイスに正しいホ
スト名が割り当てられます。DHCPの予約の作成について、使用している DHCPサーバソフ
トウェアに付属している情報を参照してください。Cisco IOSXEベースのDHCPサーバを使用
して予約を作成する手順については、「自動インストールを使用した LANに接続されている
デバイス設定の例」のモジュールで説明しています。この項には、DHCP予約を事前に設定で
きるように、デバイスがネットワークに接続される前にクライアント IDを特定するための手
順が含まれています。

このマニュアルでは、自動インストールを使用して LANに接続されているネットワーキング
デバイスを設定するために、シスコのルータをDHCPサーバとして使用します。別のデバイス
を DHCPサーバとして使用する場合は、設定時に参照できるように、そのユーザマニュアル
を手元に置いてください。

（注）
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コンフィギュレーションパラメータには、TFTPサーバアドレス、DNSサーバアドレス、ド
メイン名など、さまざまなものがあります。これらのパラメータは、DHCPサーバにより、IP
アドレスをクライアントに割り当てるプロセスの中で、LANに接続されたクライアントに渡
すことができます。これらのパラメータは自動インストールでは必要ないため、このマニュア

ルには記載されていません。これらのパラメータの使用方法を把握している場合は、ネット

ワーキングデバイスをセットアップするために自動インストールを使用しているときに、DHCP
サーバの設定に組み込むことができます。

（注）

DHCPサービスの詳細については、IETF RFCのサイト（http://www.ietf.org/rfc.html）で DHCP
に関する RFCを参照してください。ほとんどのサーバオペレーティングシステムが DHCP
サーバをサポートしています。詳細については、使用しているオペレーティングシステムに付

属しているマニュアルを参照してください。

SLARPサーバ

HDLCカプセル化を使用してシリアルインターフェイス上で自動インストールを使用して設定
するルータは、ステージングルータに接続されているシリアルインターフェイス上の IPアド
レスに対するシリアルライン ARP（SLARP）要求を送信します。

ステージングルータのシリアルインターフェイスには、192.168.10.1や 192.168.10.2など、ホ
ストポートが 1または 2の IPアドレスが設定されている必要があります。ステージングルー
タは、自動インストールで設定するルータに、ステージングルータが使用していない値が格納

された SLARP応答を送信します。たとえば、自動インストールで設定するルータに接続され
ているステージングルータ上のインターフェイスが、IPアドレスとして 192.168.10.1を使用し
ている場合、ステージングルータは、自動インストールで設定するルータに対し、値が

192.168.10.2の SLARP応答を送信します。

ステージングルータのシリアルインターフェイス上でマスク 255.255.255.252を使用している
場合、SLARPは使用可能な IPホストアドレスを新しいデバイスに割り当てます。たとえば、
IPアドレス 198.162.10.5 255.255.255.252をステージングルータの serial 0に割り当てる場合、
SLARPは198.162.10.6を新しいデバイスに割り当てます。IPアドレス198.162.10.6255.255.255.252
をステージングルータの serial 0に割り当てる場合、SLARPは 198.162.10.5を新しいデバイス
に割り当てます。

ヒント

次の図に、SLARPの例を示します。

次の図で、ステージングルータ（R2）のシリアルインターフェイス 0の IPアドレスは
192.168.10.1です。そのため、SLARPは IPアドレス 192.168.10.2を新しいルータのシリアルイ
ンターフェイス 0に割り当てます。
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このトポロジを Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで使用することを
計画している場合は、この図で使用されているイーサネットインターフェイスをギガビット

イーサネットインターフェイスに置き換えます。

（注）

図 1 : SLARPを使用した新しいデバイスへの IPアドレスの割り当て

HDLCを使用したシリアルインターフェイス上の自動インストールは、新しいデバイスの最初
のシリアルポート（シリアルインターフェイス 0またはシリアルインターフェイス x/0）上
だけで実行できます。ステージングルータと新しいデバイスは、serial 0/0や serial 2/0（シリア
ルポートがデバイスの第 2スロットにある場合）など、新しいデバイス上の最初のシリアル
インターフェイスポートを使用して直接接続されている必要があります。

（注）

ステージングルータから SLARPにより自動インストールを使用して設定するルータに割り当
てられる IPアドレスは、自動インストールの network-confgファイルまたは cisconet.cfgファイ
ルの ip host hostname ip-addressコマンドで使用する必要があります。これは、自動インストー
ルを使用して設定するルータに正しいホスト名が割り当てられ、ホスト固有のコンフィギュ

レーションファイルを要求できるようにするためです。

ヒント

BOOTPサーバ

シリアルインターフェイス経由でフレームリレーカプセル化を使用して自動インストールで

設定するルータは、ステージングルータに接続されているシリアルインターフェイス上で IP
アドレスの BOOTP要求を送信します。

ステージングルータは、自動インストールで設定するルータに対するBOOTP応答で提供する
正しい IPアドレスを、自動インストールで設定するルータに接続するために使用しているイ

Configuration Fundamentalsコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
37

自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスのリモートでの設定

BOOTPサーバ



ンターフェイス上で設定されている frame-relay map ip ip-address dlciコマンドを調べることで
取得します。

下の図で、R2はステージングルータです。R2では、インターフェイス serial 0上で frame-relay
map ip 172.16.27.100 100ブロードキャストコマンドが設定されています。R2が自動インストー
ルプロセス中に R3から IPアドレスの BOOTP要求を受信すると、R3は 172.16.27.100で応答
します。

このトポロジを Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで使用することを
計画している場合は、この図で使用されているイーサネットインターフェイスをギガビット

イーサネットインターフェイスに置き換えます。

（注）

図 2 :フレームリレーネットワークを介した自動インストールで BOOTPを使用する例

新しいデバイスとステージングルータの IPアドレスが .1または .2で終わっていなければなら
ないという SLARPでの制限は、BOOTPには適用されません。フレームリレー上の自動イン
ストールのためのBOOTPは、自動インストールで設定するルータとステージングルータの間
のフレームリレー回線に割り当てられた、IPアドレスサブネットに対するすべてのホストア
ドレスをサポートします。

ヒント

ステージングルータからBOOTPにより自動インストールを使用して設定するルータに割り当
てられる IPアドレスは、自動インストールの network-confgファイルまたは cisconet.cfgファイ
ルの ip host hostname ip-addressコマンドで使用する必要があります。これは、自動インストー
ルを使用して設定するルータに正しいホスト名が割り当てられ、ホスト固有のコンフィギュ

レーションファイルを要求できるようにするためです。

ヒント
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フレームリレーカプセル化を使用したシリアルインターフェイス上の自動インストールは、

新しいデバイスの最初のシリアルポート（シリアルインターフェイス 0またはシリアルイン
ターフェイス x/0）上だけで実行できます。ステージングルータと新しいデバイスは、serial
0/0や serial 2/0（シリアルポートがデバイスの第 2スロットにある場合）など、新しいデバイ
ス上の最初のシリアルインターフェイスポートを使用して直接接続されている必要がありま

す。

（注）

自動インストールのIPとホスト名のマッピングで使用されるサービス
とサーバ

自動インストールプロセス中にネットワーキングデバイスに完全なコンフィギュレーション

ファイルをロードするには、そのネットワーキングデバイス用に作成したコンフィギュレー

ションファイルを要求できるように、ネットワーキングデバイスがそのホスト名を決定でき

る必要があります。

自動インストール用に IPアドレスからホスト名へのマッピングをプロビジョニングするため
には、次の点に注意してください。

•自動インストールで設定するネットワーキングデバイスは、そのいずれかの自動インス
トールネットワークコンフィギュレーションファイル（network-confgまたは cisconet.cfg）
を TFTPサーバからロードすることで、そのホスト名を決定できます。このファイルに
は、iphosthostnameip-addressコマンドが含まれています。たとえば、ホスト R3を IPアド
レス 198.162.100.3にマッピングするには、network-confgファイルまたは cisconet.cfgファ
イルに iphostr3198.162.100.3コマンドが含まれている必要があります。

• LANインターフェイス上で自動インストールを使用して設定するネットワーキングデバ
イスは、DNSサーバに問い合わせることでもそのホスト名を決定できます。DNSサーバ
が同じ LANに接続されていない場合、デバイスは、DHCPサーバからダイナミックに割
り当てられた IPアドレスを取得するプロセスの中で、DNSサーバの IPアドレスを DHCP
サーバから取得する必要があります。

DNSサーバ

DNSサーバは、ホスト名を IPアドレスに、IPアドレスをホスト名に（逆DNSルックアップ）
マッピングするネットワークサービスを提供するために使用します。PCがホスト名を使用し
てホストへの IP接続を開始するときには、必ず接続先のホスト名に割り当てられている IPア
ドレスを特定する必要があります。たとえば、シスコのWebサイト（http://www.cisco.com/）
を参照すると、PCは DNSサーバに DNSクエリーを送信して、シスコのWebサイトに接続す
るために使用可能な現在の IPアドレスを知ります。

DNSサービスの詳細については、IETF RFCのサイト（http://www.ietf.org/rfc.html）で DNSに
関する RFCを参照してください。ネームサーバルックアップツール（nslookup）は、DNSの
詳細を知るのに非常に便利です。検索すると、nslookupに関する優れたWebサイトがいくつ
も見つかります。
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自動インストールのコンフィギュレーションファイルの格納と転送で

使用されるサービスとサーバ

TFTPは、ネットワーク上のデバイス間でファイルを転送するために使用するプロトコルです。
TFTPサーバは、TFTPを使用してデバイスにファイルを転送するデバイスです。TFTPサーバ
は、UNIXサーバ、Microsoft Windowsベースの PCおよびサーバ、その他のプラットフォーム
上で設定できます。

使用可能な TFTPサーバがない場合は、tftp-serverfile-system:filenameコマンドを使用して、
Cisco IOSベースのルータを TFTPサーバとして設定します。ルータを TFTPサーバとして設定
する方法の詳細については、『Configuring Basic File Transfer Services』を参照してください。

ヒント

シスコのルータは、TFTPを使用して、自動インストールで必要なコンフィギュレーション
ファイルをロードします。ファイルの格納と、自動インストールを使用するデバイスへのファ

イル転送のために、ネットワークに TFTPサーバを配置する必要があります。

TFTPサービスの詳細については、IETF RFCのサイト（http://www.ietf.org/rfc.html）で TFTPに
関する RFCを参照してください。検索すると、TFTPに関する優れたWebサイトがいくつも
見つかります。インターネットでは、さまざまなオペレーティングシステムおよびハードウェ

アプラットフォーム向けのフリーウェアとシェアウェア版のTFTPサーバがいくつも利用でき
ます。

自動インストール向けに TFTPサーバをプロビジョニングする際には、次の点に注意してくだ
さい。

• LAN経由で自動インストールを使用するデバイス：TFTPサーバと自動インストールを使
用するデバイスが別々の LANセグメント上にある場合、自動インストールを使用するデ
バイスからの TFTPセッション初期化要求を受信するすべてのインターフェイス上で、
iphelper-address addressコマンドを設定する必要があります。

• WAN経由で自動インストールを使用するデバイス：自動インストールを使用するデバイ
スがWANに接続されている場合、自動インストールを使用するデバイスからのTFTPセッ
ション初期化要求を受信するすべてのインターフェイス上で、iphelper-address addressコ
マンドを設定する必要があります。

ip helper-address

新しいデバイスが、TFTPサーバの IPアドレスを、DHCPオプション 150経由で取得しない場
合、TFTPセッション初期化要求を、IP宛先ブロードキャストアドレス 255.255.255.255を使用
したネットワーク層ブロードキャストとして送信します。ルータはネットワーク層ブロード

キャストデータグラムをブロックするため、TFTPセッション開始要求が TFTPサーバに到達
せず、自動インストールは失敗します。この問題を解決するには、ip helper-address addressコ
マンドを使用します。ip helper-addressaddressコマンドは、TFTPセッション開始要求のブロー
ドキャストアドレスを、255.255.255.255から、address引数で設定されるアドレスに変更しま
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す。たとえば、ip helper-address 172.16.29.252コマンドは、IP宛先ブロードキャストアドレス
255.255.255.255を 172.16.29.252に変更します。

自動インストールで使用されるネットワーキングデバイス

自動インストールで設定するデバイス

自動インストールで設定するデバイスは、自動インストールをサポートし、NVRAMにコン
フィギュレーションファイルがない、任意の Cisco IOS XEベースのルータです。

ステージングルータ

ステージングルータは、新しいデバイスとTFTPサーバが異なるネットワークに接続されてい
る場合に、TFTPサーバ（IP接続可能であることが必要です）と、自動インストールで設定さ
れるデバイスの間の仲介役として振る舞います。次の図で、R1にはステージングルータが必
要です。これは、R1が TFTPサーバと異なる LANセグメントに接続されているためです。

ステージングルータは、次の状況で必要です。

• LAN経由で自動インストールを使用するデバイス：TFTPサーバとDHCPサーバのいずれ
かまたは両方と、自動インストールを使用するデバイスが異なる LANセグメントにある
場合は、ステージングルータを使用する必要があります。

• WAN経由で自動インストールを使用するデバイス：自動インストールを使用するデバイ
スがWANに接続されている場合、自動インストールを使用するデバイスからのTFTPセッ
ション初期化要求を受信するすべての直接接続インターフェイス上で、ip helper-address
addressコマンドを設定する必要があります。

図 3 :ステージングルータが必要な自動インストールの例

自動インストールで設定する新しいデバイスが、TFTPサーバおよびDHCPサーバと同じLAN
セグメントに接続されている場合には、ステージングルータは不要です。次の図で、R2は、
TFTPサーバと同じLANセグメント上にあるため、自動インストールを使用するためにステー
ジングサーバは必要ありません。
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図 4 :ステージングルータが不要な自動インストールの例

フレームリレー/ATM間スイッチングデバイス

フレームリレー/ATM間スイッチングデバイスは、ルーティングとスイッチング動作の両方を
実行できるデバイスです。フレームリレー/ATM間スイッチングデバイスは、フレームリレー
ネットワークと ATMネットワークを接続するために使用します。

フレームリレー/ATM間インターワーキング接続上の自動インストール機能は、自動インス
トールプロセスを、シスコが定義したフレームリレーカプセル化ではなく、IETF標準で定義
されたフレームリレーカプセル化を使用するように、自動インストールプロセスを変えたも

のです。

次の図は、フレームリレー/ATM間インターワーキング接続上の自動インストール機能を使用
するトポロジ例を示します。ルータ R6は、フレームリレー DLCI 50から ATM VPI/VCI 5/50
への、フレームリレー/ATM間サービスインターワーキング（FRF8）変換を行います。LS1010
スイッチは、R6（5/50）が使用する VPIと VCIの組み合わせを、R4（6/60）が使用する VPI
と VCIの組み合わせにルーティングします。
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図 5 :フレームリレー/ATM間インターワーキング接続上の自動インストールのトポロジ例

自動インストールの設定オプション

デバイスとサービスのいくつかの異なる組み合わせを使用して、自動インストールをサポート

するようにネットワークをプロビジョニングできます。次に例を示します。

•自動インストールで必要なすべてのサービス（シスコのルータで実行する必要がある、
SLARPまたはBOOTPを使用したダイナミックな IPアドレスの割り当てを除く）を、1台
のネットワークサーバ上にプロビジョニングすることも、各サービスを異なるネットワー

クサーバにプロビジョニングすることもできます。

• DHCPサービスは、シスコのルータ上にプロビジョニングできます。

•自動インストールを使用するデバイスの IPアドレスを DNSサーバから特定するか、ip
host hostname ip-addressコマンドを含むいずれかの自動インストールネットワークコン
フィギュレーションファイル（network-confgまたは cisconet.cfg）を使用できます。

•自動インストールを使用するデバイスに、完全なコンフィギュレーションをロードするか
部分的なコンフィギュレーションをロードするように自動インストールをプロビジョニン

グできます。

このモジュールでは、主に自動インストールをプロビジョニングするための最も一般的な方法

のいくつかを扱います。自動インストールをプロビジョニングする最も一般的な方法について
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は、「自動インストールを使用してシスコネットワーキングデバイスをリモートで設定する

方法」のモジュールを参照してください。

自動インストールプロセス

自動インストールプロセスは、NVRAMにファイルが何もないネットワーキングデバイスを
ネットワークに接続したときに開始されます。

自動インストールプロセスが終了するまでは、ネットワーキングデバイス上の自動インストー

ルで使用するインターフェイスだけを接続することで、自動インストールが完了するまでに要

する時間を短縮できます。たとえば、WANインターフェイス経由でネットワーキングデバイ
スに対する自動インストールを実行する場合、その LANインターフェイスとWANインター
フェイスを接続すると、ネットワーキングデバイスは、WANインターフェイスの使用を試み
る前に、LANインターフェイス上で自動インストールの実行を試みます。自動インストール
プロセスが完了するまで LANインターフェイスを接続しないでおくことで、ネットワーキン
グデバイスはすぐにWANインターフェイス上で自動インストールプロセスを開始します。

ワンポイントアドバイ

ス

次の図は、コンフィギュレーションファイルを使用する自動インストールプロセスの基本フ

ローを示します。
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図 6 :自動インストールプロセスのフローチャート（コンフィギュレーションファイル使用）

自動インストールを使用してシスコネットワーキングデ

バイスをリモートで設定する方法
ここでは、自動インストールのためにルータを準備する方法について説明します。LAN、HDLC
WAN、およびフレームリレーのネットワークに接続された新しいルータのために自動インス
トールを使用する追加の例は、「自動インストールを使用してシスコのネットワーキングデバ

イスをリモートで設定する例」のモジュールを参照してください。

ほとんどの場合、自動インストールを実行する新規デバイスが TFTP、BOOTP、および DNS
要求を送信するときに経由するステージングルータを設定する必要があります。

いずれの場合にも、自動インストールプロセスが完了した後、ネットワーキングデバイス上

でコンフィギュレーションを確認し保存する必要があります。コンフィギュレーションを保存

しない場合、プロセス全体を繰り返す必要があります。

ヒント
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SDMデフォルトコンフィギュレーションファイルの無効化
使用しているデバイスに SDMがプレインストールされているときに、セットアップを使用し
て、初期設定ファイルを作成する場合は、次の作業を実行します。SDMはデバイスに残りま
す。

使用しているデバイスにSDMがプレインストールされているときに、代わりに自動インストー
ルを使用して、デバイスを設定する場合は、次の作業を実行します。SDMはデバイスに残り
ます。

手順の概要

1. デバイスに付属しているコンソールケーブルを、デバイスのコンソールポートから PCの
シリアルケーブルに接続します。手順については、使用しているデバイスのハードウェア

インストールガイドを参照してください。

2. 電源モジュールをデバイスに接続し、この電源モジュールをコンセントに差し込んで、デ

バイスの電源をオンにします。手順については、使用しているデバイスのクイックスター

トガイドを参照してください。

3. 使用している PCの Hyperterminalまたはこれに準じた端末エミュレーションプログラム
で、次のように端末エミュレーション設定を行い、デバイスに接続します。

4. enable
5. erase startup-config
6. reload

手順の詳細

ステップ 1 デバイスに付属しているコンソールケーブルを、デバイスのコンソールポートから PCのシリアルケーブ
ルに接続します。手順については、使用しているデバイスのハードウェアインストールガイドを参照して

ください。

ステップ 2 電源モジュールをデバイスに接続し、この電源モジュールをコンセントに差し込んで、デバイスの電源を
オンにします。手順については、使用しているデバイスのクイックスタートガイドを参照してください。

ステップ 3 使用している PCの Hyperterminalまたはこれに準じた端末エミュレーションプログラムで、次のように端
末エミュレーション設定を行い、デバイスに接続します。

• 9600ボー

• 8データビット、パリティなし、1ストップビット

•フロー制御なし

ステップ 4 enable

特権 EXECモードを開始します。

enable

例：
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Router> enable
Router#

ステップ 5 erase startup-config

NVRAMから既存のコンフィギュレーションを消去します。

例：

Router# erase startup-config

ステップ 6 reload

リロードプロセスを開始します。ルータはリロードプロセスの終了後、自動インストールプロセスを開

始します。

例：

Router# reload

自動インストールを使用してシスコのネットワーキング

デバイスをリモートで設定する例

自動インストールを使用したLANに接続されているデバイス設定の例
このタスクでは、次に示す図のネットワークを使用します。このタスクでは、自動インストー

ルを使用してルータ R2、R3、および R4を設定する方法を示します。ルータ R1は、自動イン
ストールプロセス中に新しいルータのファストイーサネット 0/0に IPアドレスを割り当てる
ために使用される DHCPサーバです。

図 7 :特定のデバイスに対する自動インストールコンフィギュレーションファイルを割り当てるためのネットワーク
トポロジ
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すべての DHCPクライアントには、固有の DHCPクライアント IDがあります。DHCPクライ
アント IDは、DHCPサーバによって、IPアドレスのリースを追跡し、IPアドレスの予約を設
定するために使用されます。DHCPIPアドレス予約を設定するためには、自動インストールを
使用して設定する各ネットワーキングデバイスのDHCPクライアント IDを知る必要がありま
す。これにより、各デバイスに正しい IPアドレスが提供され、その後固有のコンフィギュレー
ションファイルが提供されます。DHCPクライアント IDは手動または自動で特定できます。

自動インストールを使用してルータR2、R3、およびR4を設定するには、次の作業を実行しま
す。

手動での DHCPクライアント IDの値の特定

クライアント IDの値を自動的に特定する場合は、この作業を実行する必要はありません。「自
動的な DHCPクライアント IDの特定」のモジュールに進みます。

クライアント IDを手動で特定するためには、自動インストールプロセス中にルータを LAN
に接続するために使用されるファストイーサネットインターフェイスのMACアドレスを知っ
ておく必要があります。これには、show interface interface-type interface-numberコマンドを入
力できるように、端末をルータに接続し、電源をオンにする必要があります。

クライアント IDは次のように表示されます。

0063.6973.636f.2d30.3030.362e.3533.6237.2e38.6537.312d.4661.332f.30

形式は nullcisco-0006.53b7.8e71-fa3/0です。0006.53b7.8e71はMACアドレスであり、fa3/0は IP
アドレスを要求するインターフェイスの短いインターフェイス名です。

short-if-nameフィールドの値は、Cisco MIBがインストールされた SNMPワークステーション
から取得できます。次に、ifIndexを Cisco IOS上のインターフェイスにマッピングする例を示
します。

snmpwalk -c public ponch ifName
IF-MIB::ifName.1 = STRING: AT2/0
IF-MIB::ifName.2 = STRING: Et0/0
IF-MIB::ifName.3 = STRING: Se0/0
IF-MIB::ifName.4 = STRING: BR0/0

show interface interface-type interface-numberコマンドを使用して、ファストイーサネットイン
ターフェイスの情報と統計情報を表示します。

R6> show interface fastethernet 3/0
FastEthernet3/0 is up, line protocol is up
Hardware is AmdFE, address is 0006.53b7.8e71 (bia 0006.53b7.8e71)

.

.

.
R6>

R6上のファストイーサネット 3/0のMACアドレスは 0006.53b7.8e71です。このインターフェ
イスのクライアント IDの形式は nullcisco-0006.53b7.8e71-fa3/0です。
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ファストイーサネットインターフェイスの短いインターフェイス名は faです。（注）

次の表に、文字を 16進数の文字に変換するための値を示します。2つ目の表の最後の行は、
R6上のファストイーサネット 3/0のクライアント ID（nullcisco-0006.53b7.8e71-fa3/0）を示し
ます。

表 4 : 16進数から文字への変換表

文

字

16進
数

文

字

16進
数

文

字

16進
数

文

字

16進
数

文

字

16進
数

h68N4e434SUB1aNUL00

I69O4f535ESC1bSOH01

j6aP50636FS1cSTX02

k6bQ51737GS1dETX03

l6cR52838RS1eEOT04

m6dS53939US1fENQ05

n6eT54:3a20ACK06

o6fU55;3b!21BEL07

p70V56<3c"22BS08

q71W57=3d#23TAB09

r72X58>3e$24LF0A

s73Y59?3f%25VT0B

t74Z5a@40&26FF0C

u75[5bA41‘27CR0D

v76\5cB42(28SO0E

w77]5dC43)29SI0F

○78^5eD44*2aDLE10

y79_5fE45+2bDC111

z7a`60F46,2cDC212

{7ba61G47-2dDC313

|7cb62H48.2eDC414

Configuration Fundamentalsコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
49

自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスのリモートでの設定

手動での DHCPクライアント IDの値の特定



文

字

16進
数

文

字

16進
数

文

字

16進
数

文

字

16進
数

文

字

16進
数

}7Dc63I49/2fNAK15

~7ed64J4a030SYN16

D7fe65K4b131ETB17

f66L4c232CAN18

g67M4d333EM19

表 5 : nullcisco-0006.53b7.8e71-fa3/0からクライアント IDへの変換

0/3af-17e8.7b35.6000-ocsic00

302f3361462d313765382e376233352e363030302d6f6373696300

R4

show interface interface-type interface-numberコマンドを使用して、R4上のファストイーサネッ
ト 0/0の情報と統計情報を表示します。

R4> show interface FastEthernet 0/0
FastEthernet0 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 00e0.1eb8.eb0e (bia 00e0.1eb8.eb0e)

R4のファストイーサネット 0/0のMACアドレスは 00e0.1eb8.eb0eです。このインターフェイ
スのクライアント IDの形式は nullcisco-00e0.1eb8.eb0e-et0です。

ファストイーサネットインターフェイスの短いインターフェイス名は etです。（注）

上記の 1つ目の表の 16進数の文字に変換するための値を使用して、R4上のファストイーサ
ネット 0/0のクライアント IDを次の表の最後の行に示します。

表 6 : null.cisco-00e0.1eb8.eb0e-et0から R4のクライアント IDへの変換

0te-e0be.8be1.0e00-ocsic00

3074452d653062652e386265312e306530302d6f6373696300

R3

show interface interface-type interface-numberコマンドを使用して、R3上のファストイーサネッ
ト 0/0の情報と統計情報を表示します。

R3> show interface FastEthernet 0/0
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FastEthernet0 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 00e0.1eb8.eb73 (bia 00e0.1eb8.eb73)

R3のファストイーサネット 0/0のMACアドレスは 00e0.1eb8.eb73です。このインターフェイ
スのクライアント IDの形式は nullcisco-00e0.1eb8.eb73-et0です。

上記の 1つ目の表の 16進数の文字に変換するための値を使用して、R3上のファストイーサ
ネット 0/0のクライアント IDを次の表の最後の行に示します。

表 7 : null.cisco-00e0.1eb8.eb73-et0から R3のクライアント IDへの変換

0te-37be.8be1.0e00-ocsic00

3074452d333762652e386265312e306530302d6f6373696300

R2

show interface interface-type interface-numberコマンドを使用して、R2上のファストイーサネッ
ト 0/0の情報と統計情報を表示します。

R2> show interface Fast Ethernet 0/0
FastEthernet0/0 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 00e0.1eb8.eb09 (bia 00e0.1eb8.eb09)

R2のファストイーサネット 0/0のMACアドレスは 00e0.1eb8.eb09です。このインターフェイ
スのクライアント IDの形式は nullcisco-00e0.1eb8.eb09-et0です。

上記の 1つ目の表の 16進数の文字に変換するための値を使用して、R2上のファストイーサ
ネット 0/0のクライアント IDを次の表の最後の行に示します。

表 8 : null.cisco-00e0.1eb8.eb09-et0から R2のクライアント IDへの変換

0te-90be.8be1.0e00-ocsic00

3074452d393062652e386265312e306530302d6f6373696300

これで各ルータのクライアント IDの値が特定できました。最後の手順は、次に示すように、
左から右に 4文字ずつのグループにし、その後にピリオドを追加することです。

• R4-0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.652d.4574.30

• R3-0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6237.332d.4574.30

• R2-0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.392d.4574.30

DHCPクライアント IDの値の自動特定

クライアント IDの値を手動で特定する場合は、この作業を実行する必要はありません。「各
ルータ用のプライベート DHCPプールの作成」のモジュールに進みます。

この作業では、R1上に、1つの IPアドレスだけを提供する DHCPサーバを構築します。この
IPアドレスは、ルータのクライアント IDの値を特定する間、新しい各ルータによって順番に
使用されます。IPアドレスの範囲を単一の IPアドレスに制限することで、どのルータを操作
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しているかに関する混乱を避けることができます。誰かが別のルータの電源をオンにし、自動

インストールプロセスが開始されると、そのルータは IPアドレスを取得できません。

network-confgまたはルータコンフィギュレーションファイル（r4-confg、r3-confg、または
r2-confg）は、まだ TFTPサーバのルートディレクトリに格納しないでください。ルータが正
しいコンフィギュレーションファイルをロードするように、各ルータが DHCPサーバから正
しい IPアドレスを取得することを確認するまでは、これらのファイルをルータがロードしな
いようにします。

ヒント

このタスクは、分かりやすくするためにサブタスクに分かれています（すべてのサブタスクが

必要）。

R1上のインターフェイスの IPの設定

ファストイーサネットインターフェイスで IPアドレスを設定します。ファストイーサネット
0/1上で ip helper-address ip-addressコマンドを設定します。

!
interface FastEthernet0/0
ip address 172.16.29.99 255.255.255.0
!
interface FastEthernet0/1
ip address 172.16.28.99 255.255.255.0
ip helper-address 172.16.29.252
!

R1上の DHCPプールの設定

R1上で一時的な DHCPサーバをセットアップするには、次のコマンドを設定します。

これは、R1で稼働する唯一の DHCPサーバである必要があります。これは、自動インストー
ルを使用して設定するルータがアクセスできる唯一の DHCPサーバであることが必要です。

（注）

ip dhcp excluded-address vrf Mgmt-intf 172.16.28.1 172.16.28.10
ip dhcp pool DHCP_Pool
vrf Mgmt-intf
network 172.16.28.0 255.255.255.0
bootfile ASR-Bootup.cfg
option 150 ip 1.1.1.1
default-router 172.16.28.1

R1上の DHCPプールからの 1つを除くすべての IPアドレスの除外

DHCPサーバからは常に1つの IPアドレスだけが利用できるようにする必要があります。DHCP
プールから、172.16.28.1以外のすべての IPアドレスを除外するには、次のコマンドを設定し
ます。

!
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ip dhcp excluded-address 172.16.28.2 172.16.28.255
!

R1の設定の確認

R1用のコンフィギュレーションファイルに、1つの IPアドレス（172.16.28.1）を DHCPクラ
イアントに提供する、DHCPサーバプールが設定されていることを確認します。

コンフィギュレーションファイルに、ファストイーサネットインターフェイスの IPアドレス
と ip helper-address ip-addressコマンドが含まれていることを確認します。

!
ip dhcp excluded-address 172.16.28.2 172.16.28.255
!
ip dhcp pool get-client-id

network 172.16.28.0 255.255.255.0
!
interface FastEthernet0/0
ip address 172.16.29.99 255.255.255.0
!
interface FastEthernet0/1
ip address 172.16.28.99 255.255.255.0
ip helper-address 172.16.29.252
!

R1上での debug ip dhcp server eventsの有効化

R1に接続された端末上で debug ip dhcp server eventsコマンドからの出力を使用し、各ルータ
のクライアント IDを特定します。

R1上で debug ip dhcp server eventsコマンドを有効にします。

R1# debug ip dhcp server events

各ルータでのクライアント IDの値の特定

この手順は、各ルータで繰り返します。一度に1台のルータの電源だけをオンにする必要があ
ります。ルータのクライアント IDフィールドの値を特定したら、そのルータの電源をオフに
し、次のルータに進みます。

R4

R4をファストイーサネットネットワークに接続し、電源をオンにします。R4に IPアドレス
172.16.28.1が割り当てられると、R1に接続された端末に次のメッセージが表示されます。

DHCPD: assigned IP address 172.16.28.1 to client
0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.652d.4574.30.

クライアント ID 0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.652d.4574.30をテキスト
ファイルにコピーして保存します。テキストファイルは、次の2台のルータ用に開いたままに
します。

R4の電源をオフにします。
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R1上で clear ip dhcp binding *コマンドを使用し、R1上の DHCPプールから R4の IPアドレ
スバインディングを解放します。

R1# clear ip dhcp binding *
R1#
01:16:11: DHCPD: returned 172.16.28.1 to address pool get-client-id.

R3

R3をファストイーサネットネットワークに接続し、電源をオンにします。R3に IPアドレス
172.16.28.1が割り当てられると、R1に接続された端末に次のメッセージが表示されます。

DHCPD: assigned IP address 172.16.28.1 to client
0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6237.332d.4574.30.

クライアント ID 0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6237.332d.4574.30をテキスト
ファイルにコピーして保存します。テキストファイルは、最後のルータ用に開いたままにしま

す。

R3の電源をオフにします。

R1上で clear ip dhcp binding *コマンドを使用し、R1上の DHCPプールから R3の IPアドレ
スバインディングを解放します。

R1# clear ip dhcp binding *
R1#
01:16:11: DHCPD: returned 172.16.28.1 to address pool get-client-id.

R2

R2をファストイーサネットネットワークに接続し、電源をオンにします。R2に IPアドレス
172.16.28.1が割り当てられると、R1に接続された端末に次のメッセージが表示されます。

DHCPD: assigned IP address 172.16.28.1 to client
0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.392d.4574.30.

クライアント ID 0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.392d.4574.30をテキスト
ファイルにコピーして保存します。

R2の電源をオフにします。

R1上で clear ip dhcp binding *コマンドを使用し、R1上の DHCPプールから R2の IPアドレ
スバインディングを解放します。

R1# clear ip dhcp binding *
R1#
01:16:11: DHCPD: returned 172.16.28.1 to address pool get-client-id.

R4、R3、および R2のクライアント ID

これで各ルータのクライアント IDの値が特定できました。

• R4-0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.652d.4574.30
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• R3-0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6237.332d.4574.30

• R2-0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.392d.4574.30

ネットワーク 172.16.28.0 24用の R1上の DHCPプールの削除

ルータの一時的な DHCPプールは必要なくなり、削除する必要があります。

R1(config)# no ip dhcp pool get-client-id

R1からの除外されたアドレス範囲の削除

172.16.28.1以外のすべての IPアドレスをルータ上の DHCPプールから除外するコマンドは必
要なくなり、削除する必要があります。

R1(config)# no ip dhcp excluded-address 172.16.28.2 172.16.28.255

各ルータ用のプライベート DHCPプールの作成

すべてのルータにネットワークコンフィギュレーションファイルでホスト名にマッピングさ

れた IPアドレスが割り当てられるようにするために、各ルータ用のプライベート DHCPアド
レスプールを作成する必要があります。

!
ip dhcp pool r4

host 172.16.28.100 255.255.255.0
client-identifier 0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.652d.4574.30

!
ip dhcp pool r3

host 172.16.28.101 255.255.255.0
client-identifier 0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6237.332d.4574.30

!
ip dhcp pool r2

host 172.16.28.102 255.255.255.0
client-identifier 0063.6973.636f.2d30.3065.302e.3165.6238.2e65.6230.392d.4574.30

各ルータ用のコンフィギュレーションファイルの作成

各ルータ用のコンフィギュレーションファイルを作成し、TFTPサーバのルートディレクトリ
に置きます。

ルータにリモートからアクセスしてそのコンフィギュレーションファイルを NVRAMに保存
する場合は、リモートTelnetアクセスと特権EXECモードへのアクセス用のパスワードを設定
するためのコマンドを含める必要があります。

ヒント

r2-confg

!
hostname R2
!
enable secret 7gD2A0
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!
interface FastEthernet0/0
ip address 172.16.28.102 255.255.255.0
!
interface Serial0/0
ip address 192.168.100.1 255.255.255.252
no shutdown
!
interface Serial0/1
ip address 192.168.100.5 255.255.255.252
no shutdown
!
no ip http server
ip classless
ip default-network 0.0.0.0
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 FastEthernet0/0
!
line vty 0 4
password 5Rf1k9
login
!
end

r3-confg

!
hostname R3
!
enable secret 7gD2A0
!
interface FastEthernet0/0
ip address 172.16.28.101 255.255.255.0
!
interface Serial0/0
ip address 192.168.100.9 255.255.255.252
no shutdown
!
interface Serial0/1
ip address 192.168.100.13 255.255.255.252
no shutdown
!
no ip http server
ip classless
ip default-network 0.0.0.0
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 FastEthernet0
!
line vty 0 4
password 5Rf1k9
login
!
end

r4-confg

!
hostname R3
!
enable secret 7gD2A0
!
interface FastEthernet0/0
ip address 172.16.28.101 255.255.255.0
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!
interface Serial0/0
ip address 192.168.100.9 255.255.255.252
no shutdown
!
interface Serial0/1
ip address 192.168.100.13 255.255.255.252
no shutdown
!
no ip http server
ip classless
ip default-network 0.0.0.0
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 FastEthernet0/0
!
line vty 0 4
password 5Rf1k9
login
!
end

ネットワークコンフィギュレーションファイルの作成

DHCPサーバに割り当てる IPアドレスをホスト名にマップする ip host hostname ip-addressコマ
ンドでネットワークコンフィギュレーションファイルを作成します。

ip host r4 172.16.28.100
ip host r3 172.16.28.101
ip host r2 172.16.28.102

自動インストールによるルータのセットアップ

自動インストールを使用して、3台のルータ（R4、R3、および R2）をセットアップする準備
ができました。

自動インストールの進行状況を監視するには、ルータに端末を接続します。使用している PC
の Hyperterminalまたはこれに準じた端末エミュレーションプログラムで、次のように端末エ
ミュレーション設定を行い、デバイスに接続します。

• 9600ボー

• 8データビット、パリティなし、1ストップビット

•フロー制御なし

TFTPサーバのルートディレクトリに次のファイルを格納しておきます。

• network-confg

• r4-confg

• r3-confg

• r2-confg

TFTPサーバが動作している必要があります。

各ルータの電源をオンにします。
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3台のルータを同時に設定できます。ワンポイントアドバイ

ス

R4

次に示すのは、自動インストールプロセス中にR4のコンソール端末に表示されるメッセージ
の一部です。

Loading network-confg from 172.16.29.252 (via FastEthernet0/0): !
[OK - 76 bytes]
Configuration mapped ip address 172.16.28.100 to r4
Loading r4-confg from 172.16.29.252 (via FastEthernet0/0): !
[OK - 687 bytes]

R3

次に示すのは、自動インストールプロセス中にR3のコンソール端末に表示されるメッセージ
の一部です。

Loading network-confg from 172.16.29.252 (via FastEthernet0/0): !
[OK - 76 bytes]
Configuration mapped ip address 172.16.28.101 to r3
Loading r3-confg from 172.16.29.252 (via FastEthernet0/0): !
[OK - 687 bytes]

R2

次に示すのは、自動インストールプロセス中にR2のコンソール端末に表示されるメッセージ
の一部です。

Loading network-confg from 172.16.29.252 (via FastEthernet0/0): !
[OK - 76 bytes]
Configuration mapped ip address 172.16.28.102 to r2
Loading r2-confg from 172.16.29.252 (via FastEthernet0/0): !
[OK - 687 bytes]

TFTPサーバログ

TFTPサーバログには、次のようなメッセージが出力されます。

Sent network-confg to (172.16.28.100), 76 bytes
Sent r4-confg to (172.16.28.100),687 bytes
Sent network-confg to (172.16.28.101), 76 bytes
Sent r3-confg to (172.16.28.101),687 bytes
Sent network-confg to (172.16.28.102), 76 bytes
Sent r2-confg to (172.16.28.102),687 bytes

ルータ上でのコンフィギュレーションファイルの保存

各ルータに電源が再投入された場合にもそれぞれの設定を保持できるようにするために、各

ルータで実行中の設定を保存してから設定を開始する必要があります。
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R4

R1# telnet 172.16.28.100
Trying 172.16.28.100 ... Open
User Access Verification
Password:
R4> enable
Password:
R4# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
R4# exit
[Connection to 172.16.28.100 closed by foreign host]
R1#

R3

R1# telnet 172.16.28.101
Trying 172.16.28.101 ... Open
User Access Verification
Password:
R3> enable
Password:
R3# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
R3# exit
[Connection to 172.16.28.101 closed by foreign host]
R1#

R2

R1# telnet 172.16.28.102
Trying 172.16.28.102 ... Open
User Access Verification
Password:
R2> enable
Password:
R2# copy running-config startup-config
Destination filename [startup-config]?
Building configuration...
[OK]
R2# exit
[Connection to 172.16.28.102 closed by foreign host]
R1#

R1からのプライベート DHCPアドレスプールの削除

自動インストールプロセスの最後のステップは、R1からプライベートDHCPアドレスプール
を削除することです。

R1(config)# no ip dhcp pool r4
R1(config)# no ip dhcp pool r3
R1(config)# no ip dhcp pool r2
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この作業は、自動インストールを使用して LANに接続されたデバイスを設定するための最後
の手順です。

その他の参考資料
このセクションでは、シスコネットワーキングデバイスの基本設定に関する参考資料につい

て説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Using AutoInstall to Remotely Configure Cisco
Networking Devices』

CiscoIOSXEソフトウェアの自動インストー
ル機能を使用した初めてのネットワーキン

グデバイスの設定

『Using SetupMode to Configure a Cisco Networking
Device』

Cisco IOS XEセットアップモードを使用し
たネットワーキングデバイスの設定

目的のリリースの『Cisco IOS XE Configuration
Fundamentals Configuration Guide』と、リリース
に依存しない『Cisco IOS Configuration
Fundamentals Command Reference』

設定の基本的なコマンドと関連コマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製
品やテクノロジーに関するトラブルシューティン

グにお役立ていただけるように、マニュアルや

ツールをはじめとする豊富なオンラインリソー

スを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入

手するために、Cisco Notification Service（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセ
スする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパス
ワードが必要です。
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自動インストールを使用したシスコのネットワーキング

デバイスの設定に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースの

みを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 9 :自動インストールを使用したシスコネットワーキングデバイスのリモート設定の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

LANインターフェイスに DHCPを使用した自動インス
トール機能では、LANインターフェイス（特にファスト
イーサネット、トークンリング、FDDIのインターフェ
イス）上での Cisco IOS自動インストール用に、ブート
ストラッププロトコル（BOOTP）の使用をDynamicHost
Configuration Protocol（DHCP）の使用で置き換えること
で、自動インストールの利点が強化されます。

この機能は、Cisco IOSXERelease 2.1で、CiscoASR 1000
シリーズルータに導入されました。

Cisco IOS XE
Release 2.1

LANインターフェイ
スにDHCPを使用し
た自動インストール

TCLスクリプトを使用する自動インストール機能では、
インストールプロセスに柔軟性を持たせることで、自動

インストール機能が強化されます。この機能を使用する

と、ユーザはダウンロードする対象に関する情報の取

得、ファイルサーバのタイプの選択、必須ファイル転送

プロトコルの選択を行うようデバイスをプログラムする

ことができます。

Cisco IOS XE
Release 3.3SE

TCLスクリプトの自
動インストールサ

ポート
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第 6 章

Unique Device Identifierの取得

Unique Device Identifierの取得機能は、この ID情報を保存したシスコ製品から Unique Device
Identifier（UDI）情報を取得および表示するための機能を提供します。

•機能情報の確認（63ページ）
• Unique Device Identifierの取得の前提条件（63ページ）
• Unique Device Identifierの取得に関する情報（64ページ）
• Unique Device Identifierの取得方法（65ページ）
• Unique Device Identifierの取得の設定例（66ページ）
•その他の参考資料（67ページ）
• Unique Device Identifierの取得に関する機能情報（68ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使
用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Unique Device Identifierの取得の前提条件
UDI取得を使用するには、使用中のシスコ製品が UDI対応である必要があります。UDI対応
のシスコ製品では、5つの必須エンティティMIBオブジェクトがサポートされます。5つのエ
ンティティMIB v2（RFC-2737）オブジェクトは次のとおりです。

• entPhysicalName

• entPhysicalDescr
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• entPhysicalModelName

• entPhysicalHardwareRev

• entPhysicalSerialNum

show inventoryコマンドが使用可能な場合がありますが、UDI対応ではないデバイスでそのコ
マンドを使用しても出力が生成されない可能性があります。

Unique Device Identifierの取得に関する情報

Unique Device Identifierの概要
識別可能な各製品は、エンティティMIB（RFC-2737）およびそのサポートドキュメントで定
義されたエンティティです。シャーシなどの一部のエンティティには、スロットのようなサブ

エンティティがあります。ファストイーサネットスイッチは、スタックなどのスーパーエン

ティティのメンバーである可能性があります。注文可能なシスコ製品のエンティティは、その

ほとんどがUDIを割り当てられて出荷されます。UDI情報は、ラベルに印字され、ハードウェ
アデバイスに物理的に貼付されます。また、簡単にリモート検索できるよう、デバイス内に電

子的に保存されます。

UDIは、次の要素で構成されています。

•製品 ID（PID）

•バージョン ID（VID）

•シリアル番号（SN）

PIDは製品を発注するための名前で、従来は「製品名」または「部品番号」と呼ばれていまし
た。これは、正しい交換部品を発注するために使用される IDです。

VIDは製品のバージョンです。製品が改訂されるたびに、VIDは増加します。VIDは、製品変
更の通知を管理する業界のガイドラインである、Telcordia GR-209-COREから取得された厳格
なプロセスに従って増加されます。

SNはベンダー固有の製品の通し番号です。それぞれの製造済み製品には、現場では変更でき
ない固有のシリアル番号が工場で割り当てられます。この番号は、製品の特定のインスタンス

を個々に識別するための手段です。

Unique Device Identifierの取得機能の利点
•ネットワーク内の個別のシスコ製品を識別します。

•シスコ製品をシンプルに、クロスプラットフォームで、一貫して識別することで、資産管
理の運用経費が削減されます。

•交換可能な製品の PIDを識別します。
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•リコールまたはリビジョン対象の製品を容易に特定できます。

•シスコ製品のインベントリを自動化します（設備および資産管理）。

•修理や交換サービスのためにシスコ製品のエンタイトルメントレベルを決定するためのメ
カニズムを提供します。

Unique Device Identifierの取得方法

Unique Device Identifierの取得
シスコ製品の ID情報を取得および表示するには、このタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. show inventory [raw] [entity]

手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードを開始します。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Router> enable

ステップ 2 show inventory [raw] [entity]

PID、VID、およびSNが割り当てられているネットワーキングデバイスに取り付けられているすべてのシ
スコ製品についての情報を取得および表示するには、 show inventoryコマンドを入力します。シスコエン
ティティに PIDが割り当てられていない場合、そのエンティティは取得または表示されません。

例：

Router# show inventory
NAME: “Chassis”, DESCR: “12008/GRP chassis”
PID: GSR8/40 , VID: V01, SN: 63915640
NAME: “slot 0”, DESCR: “GRP”
PID: GRP-B , VID: V01, SN: CAB021300R5
NAME: “slot 1”, DESCR: “4 port ATM OC3 multimode”
PID: 4OC3/ATM-MM-SC , VID: V01, SN: CAB04036GT1
NAME: “slot 3”, DESCR: “4 port 0C3 POS multimode”
PID: LC-4OC3/POS-MM , VID: V01, SN: CAB014900GU
NAME: “slot 5”, DESCR: “1 port Gigabit Ethernet”
PID: GE-GBIC-SC-B , VID: V01, SN: CAB034251NX
NAME: “slot 7”, DESCR: “GRP”
PID: GRP-B , VID: V01, SN: CAB0428AN4O
NAME: “slot 16”, DESCR: “GSR 12008 Clock Scheduler Card”
PID: GSR8-CSC/ALRM , VID: V01, SN: CAB0429AUYH
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NAME: “sfslot 1”, DESCR: “GSR 12008 Switch Fabric Card”
PID: GSR8-SFC , VID: V01, SN: CAB0428ALOS
NAME: “sfslot 2”, DESCR: “GSR 12008 Switch Fabric Card”
PID: GSR8-SFC , VID: V01, SN: CAB0429AU0M
NAME: “sfslot 3”, DESCR: “GSR 12008 Switch Fabric Card”
PID: GSR8-SFC , VID: V01, SN: CAB0429ARD7
NAME: “PSslot 1”, DESCR: “GSR 12008 AC Power Supply”
PID: FWR-GSR8-AC-B , VID: V01, SN: CAB041999CW

ネットワーキングデバイスに取り付けられている特定のタイプのシスコエンティティの UDI情報を表示
するには、entityの引数値で show inventoryコマンドを入力します。この例では、モジュールのRO引数文
字列に一致するシスコエンティティのリストが表示されます。

例：

Router# show inventory “module RO”
NAME: ''module R0'', DESCR: ''Cisco ASR1000 Route Processor 2''
PID: ASR1000-RP2 , VID: V01, SN: JAE13041JEX

rawキーワードオプションの主な目的は、show inventoryコマンド自体の問題をトラブルシュー
ティングすることです。

（注）

例：

Router# show inventory raw
NAME: “Chassis”, DESCR: “12008/GRP chassis”
PID: , VID: V01, SN: 63915640
NAME: “slot 0”, DESCR: “GRP”
PID: , VID: V01, SN: CAB021300R5
NAME: “slot 1”, DESCR: “4 port ATM OC3 multimode”
PID: 4OC3/ATM-MM-SC , VID: V01, SN: CAB04036GT1
NAME: “slot 3”, DESCR: “4 port 0C3 POS multimode”
PID: LC-4OC3/POS-MM , VID: V01, SN: CAB014900GU

トラブルシューティングのヒント

この章全体では、区切り文字（d引数）の必要なコマンドが共通して使用されます。区切り文
字にはどのような文字でも使用できますが、引用符（"）の使用を推奨します。これは、メッ
セージ自体の中でこの文字を使用することが通常はないためです。その他の一般に使用される

区切り文字には、パーセント記号（%）またはスラッシュ（/）などがありますが、これらの文
字は特定のCiscoIOSコマンド内で意味を持つため、推奨されません。たとえば、空きメッセー
ジを「This terminal is idle」に設定するには、コマンド vacant-message"Thisterminalisidle"を入
力します。

Unique Device Identifierの取得の設定例
UDI取得機能の設定例はありません。show inventoryコマンドの出力の表示例については、
「Unique Device Identifierの取得」の項を参照してください。
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その他の参考資料
このセクションでは、シスコネットワーキングデバイスの基本設定に関する参考資料につい

て説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command
Reference』

設定の基本的なコマンド

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration
Guide』の「Using AutoInstall to Remotely Configure
Cisco Networking Devices」モジュール

Cisco IOSソフトウェアの自動インストー
ル機能を使用した初めてのネットワーキ

ングデバイスの設定

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration
Guide』の「Using Setup Mode to Configure a Cisco
Networking Device」モジュール

Cisco IOSセットアップモードを使用し
たネットワーキングデバイスの設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。
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Unique Device Identifierの取得に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースの

みを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 10 : Unique Device Identifierの取得に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOSXERelease 2.1Unique Device Identifierの取得
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第 7 章

CLI出力の検索とフィルタリング

Cisco IOSCLIには、大量のコマンド出力を検索したり、出力をフィルタリングして不要な情報
を除外するための手段が提供されています。これらの機能は、一般に大量のデータが表示され

る、showコマンドと moreコマンドで使用できます。

Show コマンドと moreコマンドは、常にユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで実行
します。

（注）

画面に表示される内容を超えて出力が続く場合、Cisco IOSCLIでは --More--プロンプトが表示
されます。Returnキーを押すことで次の行が表示され、スペースキーを押すことで次の画面が
表示されます。CLIストリング検索機能を使用すると、--More--プロンプトからの出力を検索
またはフィルタリングできます。

•機能情報の確認（69ページ）
•正規表現について（69ページ）
• CLI出力の検索とフィルタリングの例（76ページ）

機能情報の確認
Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォーム、Cisco IOSソフトウェアイメージ、
および Catalyst OSソフトウェアイメージの各サポート情報を検索できます。Cisco Feature
Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必
要ありません。

正規表現について
正規表現は、CLIストリング検索機能によって、showコマンドまたはmoreコマンドの出力と
照合されるパターン（句、数値、またはより複雑なパターン）です。正規表現では、大文字と

小文字が区別され、複雑な一致要件を指定することが可能です。単純な正規表現には、Serial、
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misses、138などのエントリが含まれます。複雑な正規表現としては、00210...、( is )、[Oo]utput
などがあります。

正規表現は、単一文字パターンか複数文字パターンです。つまり、正規表現は、コマンド出力

中の同じ 1文字に一致する 1つの文字か、コマンド出力中の同じ複数の文字に一致する複数の
文字です。コマンド出力中のパターンをストリングと呼びます。この項では、単一文字パター

ンと複数文字パターンの作成について説明します。また、量指定子、選択、位置指定、カッコ

を使用したより複雑な正規表現についても説明します。

単一文字パターン

最も単純な正規表現は、コマンド出力内の同じ1つの文字と一致する単一文字です。任意の文
字（A～ Z、a～ z）または数字（0～ 9）を 1文字のパターンとして使用できます。また、そ
の他のキーボード文字（「!」や「~」など）も 1文字のパターンとして使用できますが、一部
のキーボード文字は正規表現では特別な意味を持ちます。次の表に、特別な意味を持つキー

ボード文字の一覧を示します。

表 11 :特別な意味を持つ文字

特別な意味文字

スペースを含む任意の単一文字と一致します。.

0個以上のパターンのシーケンスと一致します。*

1個以上のパターンのシーケンスと一致します。+

0または 1回のパターンと一致します。?

ストリングの先頭と一致します。^

ストリングの末尾と一致します。$

カンマ（,）、左波カッコ（{）、右波カッコ（}）、左カッコ（(）、右
カッコ（)）、ストリングの先頭、ストリングの末尾、またはスペース
と一致します。

_（アンダースコア）

これらの特殊文字を単一文字パターンとして使用するときは、各文字の前にバックスラッシュ

（\）を置いて特別な意味を除外してください。次の例は、それぞれドル記号、アンダースコ
ア、プラス記号に一致する単一文字パターンマッチングの例です。

\$ \_ \+

単一文字パターンを範囲指定して、コマンド出力とのマッチングを行うことができます。たと

えば、文字 a、e、i、o、uのいずれかを含むストリングに一致する正規表現を作成できます。
パターンマッチングが成功するためには、これらの文字のいずれかだけがストリング中に存在

する必要があります。1文字のパターンの範囲を指定するには、1文字のパターンを角カッコ
（[]）で囲みます。たとえば、[aeiou]は小文字アルファベットの 5つの母音のうちの任意の 1
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文字と一致しますが、[abcdABCD]は小文字または大文字アルファベットの最初の 4つの文字
のうちの任意の 1文字と一致します。

ダッシュ（-）で区切って範囲の終点だけを入力することにより範囲を簡略化することができ
ます。上の範囲は次のように単純化されます。

[a-dA-D]

ダッシュを範囲内の単一文字パターンとして追加するには、ダッシュをもう1つ追加し、その
前にバックスラッシュを入力します。

[a-dA-D\-]

次に示すように、右角カッコ（]）を、範囲内の単一文字パターンとして追加することもでき
ます。

[a-dA-D\-\]]

上の例は、大文字または小文字のアルファベットの最初の4文字、ダッシュ、右角カッコのい
ずれかに一致します。

範囲の先頭にキャレット（^）を追加することで、範囲の一致を反転させることができます。
次の例は、その中の文字以外の文字に一致します。

[^a-dqsv]

次の例は、右角カッコ（]）または文字 d以外のすべてと一致します。

[^\]d]

複数文字のパターン

正規表現を作成するとき、複数の文字を含むパターンを指定することもできます。複数文字正

規表現は、文字、数字、特別な意味のないキーボード文字を組み合わせて作成します。たとえ

ば、a4%は複数文字の正規表現です。文字をそのとおりに解釈することを指示するには、特別
な意味のあるキーボード文字の前にバックスラッシュを挿入します。

複数文字パターンでは、順序が大切です。a4%という正規表現は、aという文字のあとに 4が
続き、そのあとに %記号が続く文字と一致します。ストリングの中に a4%という文字がその
順序で含まれていないと、パターンマッチングは失敗します。複数文字の正規表現 a.では、
ピリオド文字の特別な意味を使用し、文字 aの後に任意の 1文字が続く文字列と一致します。
この例では、ab、a!、または a2というストリングはすべてこの正規表現と一致します。

ピリオド文字の特別な意味を無効にするには、その前にバックスラッシュを挿入します。たと

えば、表現 a\.がコマンド構文で使用されている場合、ストリング a.だけが一致します。

すべての文字、すべての数字、すべてのキーボード文字、文字と数字とその他のキーボード文

字の組み合わせを含む複数文字正規表現を作成できます。たとえば、telebit3107v32bisは有効
な正規表現です。

量指定子

Cisco IOSソフトウェアに対して、指定した正規表現の複数の出現に一致させることを指示す
るため、より複雑な正規表現を作成できます。そのためには、単一文字パターンおよび複数文
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字パターンとともに、いくつかの特殊文字を使用します。次の表は、「複数」の正規表現を示

す特殊文字の一覧を示します。

表 12 :量指定子として使用される特殊文字

説明文

字

0以上の単一文字パターンまたは複数文字パターンと一致します。*

1以上の単一文字パターンまたは複数文字パターンと一致します。+

1以上の単一文字パターンまたは複数文字パターンの 0回または 1回の出現と一致しま
す。

?

次の例は、空文字を含む文字 aの任意の回数の出現と一致します。

a*

次のパターンでは、ストリングが一致するためには、文字 aが少なくとも 1文字含まれている
ことが必要です。

a+

次のパターンは、ストリング bbまたは babと一致します。

ba?b

次のストリングは、任意の数のアスタリスク（*）と一致します。

\**

複数文字パターンとともに量指定子を使用するには、パターンをカッコで囲みます。次の例

で、パターンは複数文字ストリング abの任意の回数の出現と一致します。

(ab)*

より複雑な例として、次のパターンは、英数字のペアの1つ以上のインスタンスに一致します
が、空文字には一致しません（つまり、空のストリングは一致しません）。

([A-Za-z][0-9])+

量指定子（*、+、または?）を使用した一致の順序は、最長構造優先です。ネストした構造は、
外側から内側に一致します。連結された構造は、構造の左側から一致します。そのため、この

正規表現はA9b3に一致しますが、9Ab3には一致しません。これは、英字が数字の前に指定さ
れているためです。

代替

選択を使用すると、ストリングに対して一致する代替パターンを指定できます。選択肢は垂直

線（|）で区切ります。代替パターンのうちの1つがストリングに一致します。たとえば、正規
表現 codex|telebitは、ストリング codexまたはストリング telebitに一致しますが、codexと
telebitの両方には一致しません。
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位置指定

Cisco IOSソフトウェアに対し、ストリングの先頭または末尾に対して正規表現パターンを一
致させることを指示できます。つまり、ストリングの先頭または末尾に特定のパターンが含ま

れていることを指定できます。ストリングの一部に対してこれらの正規表現を「位置指定」す

るには、次の表に示す特殊文字を使用します。

表 13 :位置指定に用いられる特殊文字

説明文

字

ストリングの先頭と一致します。^

ストリングの末尾と一致します。$

たとえば、正規表現 ^conは conで始まる任意のストリングと一致し、$soleは soleで終わる任
意のストリングと一致します。

^記号は、ストリングの先頭を示すのに加えて、角カッコの中で使用された場合に論理的な
「not」を示すものとして使用できます。たとえば、正規表現 [^abcd]は、a、b、c、または d
以外の任意の単一文字に一致する範囲を示します。

これらの位置指定文字は、特殊文字アンダースコア（_）とともに使用します。アンダースコ
アは、ストリングの先頭（^）、ストリングの末尾（$）、カッコ（( )）、スペース（）、波
カッコ（{}）、カンマ（,）、アンダースコア（_）に一致します。アンダースコア文字を使用
すると、パターンがストリング中のいずれかの場所に存在することを指定できます。たとえ

ば、_1300_は、ストリング中のいずれかの場所に1300がある任意のストリングに一致します。
ストリング 1300の前後にスペース、波カッコ、カンマ、アンダースコアのいずれかがあって
もかまいません。そのため、{1300_は正規表現 _1300_に一致しますが、21300や 13000は一
致しません。

アンダースコア文字を使用することで、長い正規表現リストを置き換えることができます。た

とえば、^1300()()1300${1300,,1300,{1300},1300,(1300と指定する代わりに、_1300_と指定でき
ます。

後方参照のためのカッコ

「繰り返し指定」のセクションに示したように、複数文字正規表現をカッコで囲み、パターン

の出現を繰り返すことができます。また、単一文字パターンまたは複数文字パターンをカッコ

で囲み、Cisco IOSソフトウェアに対して、正規表現の別の場所で使用するためにパターンを
覚えておくことを指示できます。

前のパターンを後方参照する正規表現を作成するには、カッコを使用して特定のパターンの記

憶を指示し、バックスラッシュ（\）の後に数字を使用して記憶したパターンを再利用します。
数字は、正規表現パターン内のカッコの出現を指定します。正規表現内に複数のパターンがあ

る場合、\1は最初に記憶したパターンを示し、\2は 2番目に記憶したパターンとなり、以下同
様となります。

次の正規表現では、後方参照のためにカッコを使用しています。
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a(.)bc(.)\1\2

この正規表現は、後に任意の文字（文字番号 1とする）が続き、その後に bcが続き、その後
に任意の文字（文字番号 2とする）が続き、そのまた後に文字番号 1が再び続き、最後に文字
番号が続く文字 aと一致します。2が続くストリングに一致します。そのため、この正規表現
は aZbcTZTに一致します。ソフトウェアは、文字番号 1が Zであり、文字番号 2が Tである
ことを記憶し、正規表現の後半で Zと Tを再度使用します。

showコマンドの検索とフィルタリング
showコマンドの出力を検索するには、特権 EXECモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

showコマンドのフィルタリングされていない出力を、
正規表現を含む最初の行で開始します。

Router# show any-command | begin
regular-expression

Cisco IOSのマニュアルでは、縦線を、一般に構文の選択肢を示すために使用します。しかし、
showコマンドとmoreコマンドの出力を検索するには、パイプ文字（縦線）を入力する必要が
あります。このセクションでは、パイプを入力する必要があることを示すために、太字（|）で
表します。

（注）

showコマンドの出力をフィルタリングするには、特権 EXECモードで次のコマンドのいずれ
かを使用します。

目的コマンド

正規表現を含まない出力行を表示します。
Router# show any-command | exclude
regular-expression

正規表現を含む出力行を表示します。
Router# show any-command | include
regular-expression

ほとんどのシステムで、Ctrl+Zキーの組み合わせを使用して、いつでも出力を中断し特権EXEC
モードに戻ることができます。たとえば、showrunning-config|beginhostnameコマンドを使用
して、実行コンフィギュレーションファイルの、ホスト名の設定を含む行から表示を開始でき

ます。次に、関心のある情報の最後まで確認し終えたら、Ctrl+Zを使用します。

感嘆符（!）またはセミコロン（;）が続く文字は、コメントとして扱われ、コマンドでは無視
されます。

（注）
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moreコマンドの検索とフィルタリング
moreコマンドは、showコマンドと同様に検索できます（moreコマンドは、showコマンドと
同じ機能を実行します）。moreコマンドの出力を検索するには、ユーザ EXECモードで次の
コマンドを使用します。

目的コマンド

moreコマンドのフィルタリングされていない出力を、
正規表現を含む最初の行で開始します。

Router# more any-command | begin
regular-expression

moreコマンドは、showコマンドと同様にフィルタリングできます。moreコマンドの出力を
フィルタリングするには、ユーザ EXECモードで次のコマンドのいずれかを使用します。

目的コマンド

正規表現を含まない出力行を表示します。
Router# more any-command | exclude
regular-expression

正規表現を含む出力行を表示します。
Router# more any-command | include
regular-expression

--More--プロンプトからの検索およびフィルタリング
--More--プロンプトから出力を検索できます。showコマンドまたは moreコマンドの出力を
--More--プロンプトから検索するには、ユーザ EXECモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

フィルタリングされていない出力を、正規表現を含む最

初の行で開始します。
-More-

/

regular-expression

--More--プロンプトから出力をフィルタリングできます。ただし、各コマンドに対して 1つの
フィルタだけを指定できます。フィルタは、showコマンドまたはmoreコマンドの出力が終了
するか、出力を中断（Ctrl+ZまたはCtrl+6を使用します）するまで継続されます。そのため、
元のコマンドか前の --More--プロンプトですでにフィルタを指定してある場合、--More--プロ
ンプトで別のフィルタを追加できません。

検索とフィルタリングは異なる機能です。beginキーワードを使用してコマンド出力を検索し、
同時に --More--プロンプトでフィルタを指定することはできます。

（注）
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--More--プロンプトで showコマンドまたはmoreコマンドの出力をフィルタリングするには、
ユーザ EXECモードで次のコマンドのいずれかを使用します。

目的コマンド

正規表現を含まない出力行を表示します。
-More-

-

regular-expression

正規表現を含む出力行を表示します。
-More-

+

regular-expression

CLI出力の検索とフィルタリングの例
次に、morenvram:startup-config|begin特権 EXECモードコマンドの部分的な出力例を示しま
す。これは、正規表現を含む最初の行で、フィルタリングされていない出力が開始されていま

す。--More--プロンプトで、正規表現 ipを含む出力行を除外するためのフィルタを指定しま
す。

Router# more nvram:startup-config | begin ip
ip subnet-zero
ip domain-name cisco.com
ip name-server 192.168.48.48
ip name-server 172.16.2.132
!
isdn switch-type primary-5ess
.
.
.
interface Ethernet1
ip address 10.5.5.99 10.255.255.0
--More--
-ip
filtering...
media-type 10BaseT
!
interface Serial0:23
encapsulation frame-relay
no keepalive
dialer string 4001
dialer-group 1
isdn switch-type primary-5ess
no fair-queue
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次に、morenvram:startup-config|includeコマンドの出力例の一部を示します。正規表現 ipを
含む行だけが表示されています。

Router# more nvram:startup-config | include ip
ip subnet-zero
ip domain-name cisco.com
ip name-server 1192.168.48.48
ip name-server 172.16.2.132

次に、morenvram:startup-config|excludeコマンドの出力例の一部を示します。正規表現 service
を含む行が除外されています。--More--プロンプトで、正規表現Dialer1をフィルタとして指定
します。このフィルタを指定することにより、Dialer1を含む最初の行で出力が再開されます。

Router# more nvram:startup-config | exclude service
!
version 12.2
!
hostname router
!
boot system flash
no logging buffered
!
ip subnet-zero
ip domain-name cisco.com
.
.
.
--More--
/Dialer1
filtering...
interface Dialer1
no ip address
no ip directed-broadcast
dialer in-band
no cdp enable

次に、出力の検索が指定された、showinterfaceコマンドの部分的な出力例を示します。パイプ
の後でキーワード beginEthernetを使用することで、正規表現 Ethernetを含む最初の行でフィ
ルタリングされていない出力が開始されます。--More--プロンプトで、正規表現 Serialを含む
行だけを表示するフィルタを指定します。

Router# show interface | begin Ethernet
Ethernet0 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 0060.837c.6399 (bia 0060.837c.6399)
Description: ip address is 172.1.2.14 255.255.255.0
Internet address is 172.1.2.14/24

.

.

.
0 lost carrier, 0 no carrier
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

--More--
+Serial
filtering...
Serial1 is up, line protocol is up
Serial2 is up, line protocol is up
Serial3 is up, line protocol is down
Serial4 is down, line protocol is down
Serial5 is up, line protocol is up
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Serial6 is up, line protocol is up
Serial7 is up, line protocol is up

次に、showbuffers|excludeコマンドの出力例の一部を示します。正規表現 ipを含む行が除外さ
れています。--More--プロンプトで、フィルタされていない出力を、Serial0を含む最初の行か
ら続行するための検索を指定します。

Router# show buffers | exclude 0 misses
Buffer elements:

398 in free list (500 max allowed)
Public buffer pools:
Small buffers, 104 bytes (total 50, permanent 50):

50 in free list (20 min, 150 max allowed)
551 hits, 3 misses, 0 trims, 0 created

Big buffers, 1524 bytes (total 50, permanent 50):
49 in free list (5 min, 150 max allowed)

Very Big buffers, 4520 bytes (total 10, permanent 10):
.
.
.
Huge buffers, 18024 bytes (total 0 permanent 0):

0 in free list (0 min, 4 max allowed)
--More--
/Serial0
filtering...
Serial0 buffers, 1543 bytes (total 64, permanent 64):

16 in free list (0 min, 64 max allowed)
48 hits, 0 fallbacks

次に、showinterface|includeコマンドの出力例の一部を示します。パイプ（|）の後で include(is)
キーワードを使用することにより、正規表現 ( is )が含まれる行だけが表示されます。カッコ
により、isの前後にスペースが含まれることが指定されます。カッコを使用することで、isの
前後にスペースを含む行だけが出力に含まれます（「disconnect」などの文字は検索から除外
されます）。

router# show interface | include ( is )
ATM0 is administratively down, line protocol is down
Hardware is ATMizer BX-50

Dialer1 is up (spoofing), line protocol is up (spoofing)
Hardware is Unknown
DTR is pulsed for 1 seconds on reset

Ethernet0 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 0060.837c.6399 (bia 0060.837c.6399)
Internet address is 172.21.53.199/24

Ethernet1 is up, line protocol is up
Hardware is Lance, address is 0060.837c.639c (bia 0060.837c.639c)
Internet address is 10.5.5.99/24

Serial0:0 is down, line protocol is down
Hardware is DSX1

.

.

.
--More--

--More--プロンプトで、Serial0:13を含む最初の行でフィルタリングされた出力を続行する検索
を指定します。

/Serial0:13
filtering...
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Serial0:13 is down, line protocol is down
Hardware is DSX1
Internet address is 10.0.0.2/8

0 output errors, 0 collisions, 2 interface resets
Timeslot(s) Used:14, Transmitter delay is 0 flag
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